わが国石油化学企業と減価償却 by 大橋 英五 et al.
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
一
、
石
油
化
学
工
業
の
特
徴
と
概
要
二
、
減
価
償
却
の
実
態
ω
税
法
の
減
価
償
却
規
定
制
製
造
装
置
の
実
態
同
三
井
石
油
化
学
、
三
菱
油
化
の
減
価
償
却
三
、
大
型
化
の
「
効
果
」
ω
三
井
石
油
化
学
、
三
菱
油
化
の
実
態
同
先
発
企
業
と
後
発
企
業
(
以
上
、
本
号
所
載
)
四
、
設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉
ω
設
備
投
資
と
借
入
金
、
減
価
償
却
同
三
井
石
油
化
学
、
三
菱
油
化
の
実
態
同
建
設
費
の
高
騰
と
「
減
価
償
却
不
足
」
五
、
む
す
び
に
か
え
て
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
大
橋
英
五
四
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
四
四
石
油
化
学
工
業
の
特
質
と
概
要
わ
が
国
の
石
油
化
学
工
業
は
、
昭
和
三
二
年
に
ス
ト
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
社
の
技
術
導
入
に
よ
っ
て
三
井
石
油
化
学
、
住
友
化
学
が
、
エ
チ
レ
ン
二
万
ト
ン
/
年
装
置
に
よ
る
生
産
を
開
始
し
て
以
来
、
二
O
年
後
の
今
日
で
は
コ
一
O
万
ト
ン
/
年
装
置
が
一
O
基
稜
動
す
る
と
い
う
よ
う
に
短
期
間
に
飛
躍
的
な
成
長
を
と
げ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
急
成
長
を
な
し
と
げ
た
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
に
お
い
て
減
価
償
却
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
を
中
心
に
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
に
こ
こ
で
は
、
ま
ず
石
油
化
学
工
業
の
特
質
お
よ
び
概
要
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
石
油
化
学
工
業
は
「
典
型
的
な
装
置
産
業
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
産
業
構
造
調
査
会
化
学
工
業
部
会
の
有
機
化
学
小
委
員
会
は
、
昭
和
三
八
年
に
装
置
産
業
で
あ
る
石
油
化
学
工
業
の
基
本
的
な
特
質
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
石
油
化
学
工
業
は
典
型
的
な
装
置
工
業
で
あ
る
た
め
、
設
備
規
模
の
拡
大
が
コ
ス
ト
低
下
に
及
ぼ
す
影
響
は
き
わ
め
て
顕
著
で
あ
る
た
と
え
ば
、
エ
チ
レ
ン
設
備
規
模
と
コ
ス
ト
の
関
係
を
み
る
と
、
設
備
規
模
を
四
万
ト
ン
か
ら
八
万
ト
ン
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ス
ト
は
約
二
O
M
の
引
下
げ
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
装
置
工
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
コ
ス
ト
中
に
占
め
る
資
本
費
の
割
合
が
非
常
に
大
き
い
た
め
、
操
業
度
の
コ
ス
ト
に
及
ぼ
す
影
響
も
き
わ
め
て
大
き
い
。
た
と
え
ば
エ
チ
レ
ン
の
設
備
規
模
四
万
ト
ン
で
一
O
O
M操
業
の
場
合
、
コ
ス
ト
は
設
備
規
模
八
万
ト
ン
で
八
O
Mm
操
業
の
場
合
の
コ
ス
ト
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
設
備
規
模
は
大
き
い
ほ
ど
望
ま
し
く
、
ま
た
、
設
備
を
大
型
化
し
て
も
操
業
度
が
低
下
す
る
な
ら
ば
、
大
型
化
の
メ
リ
?
i
)
ハ
2υ
γ
ト
を
失
う
こ
と
と
な
る
の
で
高
操
業
度
の
維
持
が
肝
要
で
あ
る
」
。
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
は
、
と
く
に
「
設
備
は
大
き
い
ほ
ど
望
ま
し
い
」
と
い
う
視
点
と
、
「
高
操
業
度
の
維
持
」
と
い
う
視
点
の
な
か
で
、
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
昭
和
三
二
年
に
三
井
石
油
化
学
、
住
友
化
学
に
よ
っ
て
一
一
万
ト
ン
/
年
の
エ
チ
レ
ン
装
置
に
よ
る
生
産
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
第
1
烹
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
規
模
を
年
ご
と
に
拡
大
し
続
け
て
き
た
。
こ
う
し
た
規
模
の
拡
大
が
、
っ
、
ぎ
に
み
る
よ
う
に
政
府
と
独
占
的
な
企
業
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
石
油
化
学
で
の
基
礎
的
生
産
物
で
あ
る
エ
チ
レ
ン
の
生
産
設
備
の
規
模
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
経
済
、
政
治
情
勢
に
よ
っ
て
業
界
、
通
産
省
を
中
心
に
し
て
策
定
さ
れ
た
基
準
に
も
と
守
つ
い
て
拡
大
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
三
六
年
一
一
月
に
は
、
官
界
、
業
界
、
学
界
か
ら
な
る
「
化
学
工
業
に
関
す
る
懇
談
」
に
よ
っ
て
、
エ
チ
レ
ン
の
生
産
規
模
四
1
六
万
ト
ン
/
年
と
い
う
基
準
が
し
め
さ
れ
た
。
そ
の
校
、
同
じ
く
各
界
か
ら
な
る
石
油
化
学
協
調
懇
談
会
が
設
立
さ
れ
ハ
昭
和
三
九
年
二
一
月
)
、
こ
の
石
油
化
学
協
調
懇
談
会
に
よ
っ
て
昭
和
四
。
年
一
月
に
は
、
「
ナ
フ
サ
セ
ン
タ
ー
の
新
設
の
場
合
の
基
準
」
と
し
て
、
「一
O
万
ト
ン
/
年
程
度
の
も
の
で
あ
っ
て
稼
動
後
す
み
や
か
に
適
正
操
業
度
に
達
す
る
見
込
み
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」
が
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
第
1
表
に
し
め
さ
れ
る
よ
う
に
多
く
の
エ
チ
レ
ン
装
置
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
石
油
化
学
協
調
懇
談
会
は
昭
和
四
二
年
に
は
、
「
エ
チ
レ
ン
製
造
設
備
の
新
設
の
場
合
の
巷
準
」
を
発
表
し
、
そ
の
な
か
で
「
エ
チ
レ
ン
の
製
造
能
力
が
三
O
万
ト
ン
/
年
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
基
準
と
し
(
3
)
 
た。
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
の
性
格
は
、
以
上
の
三
O
万
ト
ン
/
年
基
準
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
前
述
の
「
エ
チ
レ
ン
製
造
設
備
の
新
設
の
場
合
の
基
準
し
を
補
足
し
て
、
通
産
省
化
学
工
業
局
は
、
「
ナ
フ
サ
セ
ン
タ
ー
新
設
の
場
合
の
基
準
の
変
更
の
趣
旨
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
こ
の
な
か
で
一
二
O
万
ト
ン
基
準
に
つ
い
て
、
「
今
後
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
の
中
核
を
な
す
も
の
と
し
て
新
設
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
四
五
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
四
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(単位:トン/年〉
現 役生産開
予 備始時期
第 3予備 33.3 
現役 37.2
fI 41.1 
fI 42.4 
fI 45.1 
名社別のエチレン装置の実態第 1表
会社名
住友化学
34.5 
38.5 
40.6 
第 2予備
現役
日本石油化学
45.4 
33.2 
37.2 
39.9 
42.2 
34.5 
36.9 
40.2 
43.4 
46.1 
役
一
実
ー
役
現
麗
現
廃
第 2予備
現役
浮島古語正字
三井石油化学
イヒ油菱
二菱化成
(水島エチレン〉
39.9 
43.5 
役出光石油化学
38.5 
47.1 
37.3 
41. 5 
47.1 
2予備
役
備
役
予
/
噌
B
ム第
現
一薪天扇面右:ぬ日じ学
東燃石油化学
〔単位:円/キログラム〉
規 模 (万トン/年〉 10 20 30 40 
比例費
原 料 。 。 。
用 役(電気用水等〉 -0.4 -0.8 -0.8 
計
基
.，.0.4 -0.8 -0.8 
副産物控除 。 。 。
固定費
労 務 -0.2 -0.4 -0.4 
{賞 却(設備) -1.5 2.0 -2.2 
営縛 公課保険 1.0 -1.1 
工 場管理
i事 -0.2 -0.4 -0.5 
償 土日(技術料〕 -0.2 -0.3 -0.3 
金 利 0.8 -1.1 -1.3 
計 -3.6 -5.2 5.8 
工場原価 -4.0 -6.0 -6.6 
エチレン原値比較第 2表
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
通産省化学工業局「ナフサセンタ戸新設の場合の基準の変更の趣旨についてJ (昭和
42年 6 月 2 目〉右油化学工業協会「右沼化学工業10年史~ 485ベージ。
注
さ
れ
る
エ
チ
レ
ン
製
造
設
備
に
つ
い
て
は
、
欧
米
諸
国
の
動
向
、
こ
こ
数
年
間
の
技
術
進
歩
、
市
場
の
拡
大
等
の
要
因
を
も
十
分
に
念
頭
に
お
い
マ
そ
の
最
低
能
力
を
三
O
万
ト
ン
/
年
に
〈
4
V
引
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
O
万
ト
ン
装
置
の
経
済
的
効
果
に
つ
い
て
、
第
2
表
の
よ
う
に
規
模
別
の
エ
チ
レ
ン
原
価
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
エ
チ
レ
ン
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
、
一
O
万
ト
ン
装
置
に
比
較
し
て
三
O
万
ト
ン
装
置
で
は
減
価
償
却
等
を
中
心
と
す
る
固
定
費
で
五
・
二
円
、
全
体
で
六
・
O
円
の
原
価
低
減
に
な
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
一
O
万
ト
ン
装
置
と
三
O
万
ト
ン
装
置
の
原
価
を
、
丸
善
石
油
化
学
常
務
取
締
役
の
林
喜
世
茂
氏
の
算
出
さ
れ
た
第
3
表
に
よ
っ
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
ユ
テ
ィ
リ
テ
イ
コ
ス
ト
お
よ
び
囲
(
5
)
 
定
費
同
お
い
て
大
き
な
差
異
が
生
じ
、
一
O
万
ト
ン
と
二
一
O
万
ト
ン
で
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
七
円
弱
の
差
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
様
の
指
摘
は
シ
i
エ
ム
シ
l
社
の
資
料
に
よ
っ
て
も
六
(
6
)
 
・
六
円
と
い
う
数
値
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
四
七
Jと
込
回
同
:
聖
士
3都
側
判
H
禁
事
全
接
続
国
〈
第
3
表
ナ
フ
サ
分
解
式
エ
チ
レ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
の
コ
ス
ト
エ
テ
レ
ン
の
生
産
規
模
10
万
t
/年
エ
チ
レ
ン
の
生
産
規
模
30万
t
/年
単
価
率
h
時
間
当
り
I
エ
チ
レ
ン
I
エ
チ
レ
ン
I
率
11
時
間
当
り
1
エ
チ
レ
ン
I
ェ
チ
レ
ン
収
1
 t
当
り
1
 kg
当
り
1
 t
当
り
l
k
g
当
り
原
料
登
ナ
フ
サ
7.8
円
jk/gl
 
1
0
0
%
 
45.7 t
 
3.66 t
 
1009 ぢ
129 t
 
3.51 t
 
27.30
円
(
エ
チ
レ
ン
)
5.45
円
27.3 
12.5 
28.6 
36.6 
副
銭プロ解テ搾ピガレレシソ除ン
留留リ
分
17.5
円
kg
16.7 
7.64 
0.612 
'
@
.
5
0
 
16.7 
21.
3
 
0.583 
"'10.20 
プ
分
12.0 
9.2 
4.21 
0.337 
Lo. 
4.05 
9.5 
12.1 
0.332 
'" 
3.97 
jノJ¥
、/'
6.0 
23.9 
10.9 
0.875 
ム
5.25
20.9 
26.9 
0.735 
'" 
4.42 
燃分
解
泊
6.0 
3.3 
1.
52 
0.122 
Lo. 
0.73 
2.0 
2.58 
0.071 
'" 
0.42 
料
ガ
ス
6.0 
18.7 
8.31 
0.664 
'" 
3.99 
22.3 
28.8 
0.788 
ム
4.73
計
"'24.52 
計
"'23.74 
百十
3.98 
計
3.56 
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
燃
費
64
円113//ktW
h
 
8.85 
0.710 
4.26 
30.7 
0.840 
5.05 
e
 
蒸冷s拡((高中
却
正圧〉〉水気
2
，3
0
0
k
w
h
 
1
8
4
k
w
h
 
0.74 
1，
8
0
0
k
w
h
 
4
9
k
w
h
 
0.20 
700
円
/
t
 
10 t
 
0.80 t
 
0.56 
600 
28 
2.24 
1.
35 
2
 
7
，200 
576 
1.
15 
15
，000 t
 
41.0
 t
 
0.82 
ボ
イ
ラ
ー
用
水
50 
8
 
0.64 
0.03 
41 
1.
12 
0.06 
計ー
8.09 
計
6.13 
間
定
費
P
七
装
f世
38
億
〉
円
(
。
付
借
12
能
円
，
計
件
50{1
1
5
0
0
 
主
装
(0'80
億
円e:
付
帯
24
億却
円
，
計
104
10.40 
億
円
の
3
0
%
金
利
，
償
却
，
入
費
億
円
の
3
0
%
金
利
，
f賞
，
人
件
費
な
ど
を
含
む
な
ど
を
合
む
原
価
I
 
I
合
計
27.07
計
20.09 
注
ナ
プ
サ
の
価
格
が
1
kt
当
り
500
円
ア
ッ
プ
し
て
5
，950
円
と
な
る
と
，
エ
チ
レ
ン
原
価
ば
2.5-2.6
円
/
k
C上
昇
し
，
ま
た
6
，300
円
/
k
Oの
と
き
は
4.2-4.5
円
〆
kg上
昇
す
る
。
資
料
林
喜
世
茂
氏
が
算
出
作
成
(
1
967年
7
月
)
，
林
喜
世
茂
，
中
村
忠
一
若
『
石
油
化
学
の
将
来
~
13
ベ
ー
ジ
。
し
か
し
、
こ
の
大
型
化
に
よ
る
原
価
の
低
減
は
、
大
型
装
置
が
高
操
業
度
で
稼
動
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
効
果
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
型
装
置
の
操
業
度
が
低
下
す
れ
ば
、
そ
の
価
原
は
上
昇
し
、
従
来
の
装
置
と
比
較
し
て
何
ら
の
メ
リ
ハ
7
〉
ッ
ト
も
住
じ
な
い
と
い
う
事
態
が
お
と
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
現
実
に
は
、
こ
の
大
型
装
置
の
稼
動
を
ど
の
よ
う
に
維
持
す
る
か
が
重
要
な
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
は
、
そ
の
設
立
の
当
初
よ
り
、
業
界
と
政
府
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
大
規
模
化
を
推
進
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
大
型
化
は
前
述
し
た
装
置
産
業
と
し
て
の
技
術
的
な
特
質
に
く
わ
え
て
、
第
1
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
外
国
か
ら
の
単
一
的
な
技
術
導
入
お
よ
び
政
府
に
よ
る
原
料
油
の
安
定
供
給
と
い
う
各
企
業
同
一
の
条
件
の
な
か
で
達
成
さ
れ
、
こ
の
同
一
条
件
が
企
業
間
の
競
争
に
う
ち
か
っ
た
め
に
装
置
の
大
型
化
を
加
速
し
て
き
た
側
面
も
み
の
が
す
と
と
は
で
き
な
い
。
石
油
化
学
工
業
で
の
大
型
化
の
状
、
況
を
別
の
視
点
か
ら
第
4
表
に
よ
っ
て
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
表
は
化
学
経
済
研
究
所
の
山
本
勝
己
氏
が
作
成
さ
れ
た
表
に
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
4
表
に
よ
る
と
、
昭
和
三
二
年
か
ら
昭
和
四
五
、
六
年
に
か
け
て
は
、
相
つ
ぐ
大
型
エ
チ
レ
ン
装
置
の
建
設
と
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
に
と
も
な
っ
て
、
エ
チ
レ
ン
生
産
量
お
よ
び
石
油
化
学
製
品
の
生
産
額
は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
全
化
学
製
品
に
し
め
る
石
油
化
学
製
品
の
割
合
は
、
わ
ず
か
一
五
年
間
に
コ
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
た
。
こ
う
し
た
生
産
量
の
増
大
は
、
原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
の
安
定
供
給
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
製
品
価
格
を
い
ち
じ
る
し
く
低
下
さ
せ
て
き
た
。
エ
チ
レ
ン
価
格
は
昭
和
三
二
年
当
時
に
比
較
し
て
、
三
C
万
ト
ン
装
置
に
よ
る
昭
和
四
五
年
に
は
三
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
高
圧
法
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
で
も
三
分
の
つ
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
で
は
二
分
の
一
あ
ま
り
に
低
下
し
た
。
石
油
化
学
で
は
、
装
置
の
大
型
化
に
よ
る
価
格
の
引
下
げ
、
そ
れ
に
と
も
な
う
需
要
の
拡
大
、
よ
り
一
一
層
の
大
型
化
に
よ
る
価
格
の
引
下
げ
、
そ
れ
に
と
も
な
う
需
要
の
拡
大
、
よ
り
一
層
の
大
型
化
と
い
う
発
展
が
、
昭
和
四
五
、
六
年
ま
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
発
展
が
、
き
わ
め
て
急
速
な
も
の
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
四
九
4ミ
寺
己
困
問
:
理
士
~
~
め
ぐ
封
縦
~
驚
耳
童
生
EE青
附
0
第
4
表
石
油
化
学
工
業
の
概
要
産(石製 1曲油額品万化の円生学
)
 全
化
学
占
製
エ
チ
レ
ン1d 
製
品
価
格
円
/
k
g
昭
和
年
品
に
め
生
産
量
(高圧法|
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
備
考
る比(勿率
)
 
(ン
1)，O
0
0
ト
エ
チ
レ
ン
ポ
リ
ヱ
チ
ポ
リ
レ
ン
チ
レ
32 
1， 
739 
0.3 
90 
268 
江油三〉井化，石〈日油囚本化日石学市油〈)岩化国学〉(，住)1[友崎化)，学三(大菱
第先発 1
期企ビ業石ナ
油
化
学
計
商
置
，
 
33 
11 ，096 
1.8 
14 
315 
268 
の
l
号形
装
34 
29
，527 
4.0 
43 
8
，000 
7
5
~
9
0
 
320 
264 
コ
ン
ナ
ー
ト
成
。
35 
63
，123 
6.9 
78 
313 
259 
者葉学単〉(徳，調三山菱〉
ヒ
ミ
化
ザ
成
〔
思
水
鳥
議
)
，
肉
稗
光
石
油
寺
中化
大
型
化
と
総
号
形
合
装
成
利置
用，
後
36 
8
4
，483 
8.1 
107 
266 
258 
発
企
業
の
，
コ
ン
37 
132
，746 
11.7 
231 
205 
249 
ピ
ナ
ー
ト
。
38 
193
，090 
15.4 
3
4
5
 
6
，000 
4
5
 
179 
233 
39 
251
，486 
16.7 
507 
6
，000 
158 
216 
競
大
型
化
と
総
合
，
先化発，
国
際業形
40 
339
，576 
20.4 
776 
6
，000 
4
2
~
4
3
 
151 
200 
住(千友葉化)
学
(
千
葉
)
，
三
井
石
油
化
学
争
に
直
面
金
41 
437
，750 
22.9 
1，
064 
6
，000 
4
2
~
4
3
 
133 
173 
の
2
第
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
42 
557
，784 
24.9 
1，
368 
6
，000 
39 
111 
161 
成。
4
3
 
705
，331 
27.6 
1
，792 
6
，000 
3
5
~
3
7
 
98 
151 
昭〈油泉和化北油学〉化一(菱大島)分油〉化，
鹿大島阪)，石油山
化
学
30万
ト
ン
装
化
置
，
総9
基
の
建
44 
940
，045 
32.1 
2
，399 
6
，0
0
0
 
3
2
~
3
3
 
101 
145 
，
ニ
(
 
陽
石
設フ~j
大
型
合
化
の
45 
1
，178
，504 
34.9 
3
，096 
6
，100 
2
9
~
3
0
 
102 
139 
(水
成。
46 
1，
241
，608 
35.9 
3
，536 
6
，300 
2
9
~
3
0
 
100 
138 
4
7
 
1，
324
，402 
35.4 
3
，851 
6
，500 
2
9
~
3
0
 
92 
142 
4
8
 
1
，596
，756 
36.0 
4
，170 
8
，0
0
0
~
 
3
5
~
5
5
 
101 
158 
石油危機料低価以下格。降
の
の
上
建
昇
設
12
，000 
費需，要原の
49 
2
，464
，861 
4
，175 
2
0
，2
0
0
~
 
7
2
~
8
8
 
146 
207 
2
5
，000 
50 
2
，420
，657 
3
，399 
2
5
，0
0
0
~
 
8
6
~
8
8
 
166 
236 
26
，300 
注
山
本
勝
己
「
再
構
築
の
構
図
と
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
体
制
jの
捻
示
H
化
学
経
済
~
1976年
6
月
号
6
ベ
ー
ジ
お
よ
び
菅
沼
甲
子
郎
「
新
価
格
体
系
へ
の
移
行
と
化
学
品
貿
易
」
前
掲
50ペ
ー
ジ
，
石
油
化
学
工
業
協
会
『
石
油
化
学
工
業
10年
史
~
，
~
石
油
化
学
工
業
の
現
状
』
ょ
P
作
表
。
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
昭
和
四
七
、
八
?
年
以
降
、
こ
う
し
た
発
展
の
パ
タ
ー
ン
が
破
綻
し
、
成
長
が
鈍
化
す
る
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
石
油
危
機
以
降
の
建
設
費
の
高
騰
、
原
料
価
格
の
上
昇
、
そ
れ
に
と
も
な
う
製
品
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
需
要
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。
第
4
表
で
は
、
生
産
の
停
滞
、
原
料
価
格
、
製
品
価
格
の
顕
著
な
上
昇
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
油
化
学
工
業
は
、
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
装
置
工
業
マ
あ
る
と
い
う
技
術
的
な
特
質
の
な
か
で
、
業
界
、
政
府
の
産
業
政
策
を
テ
コ
と
し
な
が
ら
急
速
な
成
長
を
実
現
し
て
き
た
。と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
石
油
化
学
工
業
の
急
成
長
の
具
体
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
石
、
油
化
学
工
業
の
急
成
長
は
個
々
の
企
業
に
あ
ヮ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
現
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
分
析
視
角
か
ら
、
石
、
油
化
学
工
業
の
減
価
償
却
の
内
容
、
ま
た
先
発
企
業
と
後
発
企
業
め
収
益
性
ゴ
操
業
度
の
格
差
の
も
と
で
装
置
産
業
と
し
て
の
大
型
化
の
「
効
果
」
は
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
さ
ら
に
設
備
投
資
と
減
価
償
却
と
は
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
こ
う
。
(
1
)
「
産
業
構
造
調
査
会
化
学
工
業
部
会
、
有
機
化
学
小
委
員
会
総
論
」
会
、
四
四
べ
}
ジ
(
2
)
と
乙
ろ
台
、
以
よ
の
指
摘
は
、
官
界
、
業
界
、
学
会
の
参
加
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
『
化
学
工
業
に
関
す
る
懇
談
』
の
成
果
」
(
昭
和
三
六
-
一
一
・
八
〉
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
「
『
懇
談
』
の
成
果
」
で
は
、
た
と
え
ば
エ
チ
レ
ン
に
つ
い
て
、
装
置
の
規
模
と
原
価
、
お
よ
び
操
業
度
と
エ
チ
レ
ン
価
格
の
関
連
を
次
図
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
-
当
時
の
エ
チ
レ
ン
装
置
の
規
模
が
二
万
ト
ン
で
あ
っ
た
な
か
で
、
「
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
四
O
円
台
で
エ
チ
レ
ジ
の
供
給
を
目
標
と
す
る
た
め
に
は
技
術
的
に
は
、
完
全
操
業
度
舎
前
提
と
し
て
エ
テ
レ
ン
の
生
産
規
模
で
現
状
で
は
四
J
六
万
ト
ン
/
年
以
上
の
も
の
が
適
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
エ
チ
レ
ン
装
置
の
基
準
を
設
定
す
る
と
い
う
役
割
を
は
た
し
た
(
通
商
産
業
省
軽
工
業
局
「
『
化
学
工
業
に
関
す
る
懇
談
』
の
成
果
」
『
化
学
経
済
』
昭
和
三
七
年
一
月
号
〉
。
(
昭
和
三
八
年
八
月
)
『
石
油
化
学
工
業
一
O
年
史
』
石
油
化
学
工
業
協
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
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減
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償
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五
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が
国
石
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化
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と
減
価
償
却
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五
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
五
回
て
」
お
り
、
こ
う
し
た
状
態
の
も
と
で
、
「
企
業
問
競
争
に
勝
つ
た
め
に
残
さ
れ
た
道
は
、
装
置
工
業
に
お
け
る
規
模
の
有
利
性
を
生
か
し
た
装
置
の
大
型
化
が
一
番
安
易
で
確
実
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
近
藤
完
一
著
『
日
本
化
学
工
業
論
』
二
ハ
三
ペ
ー
ジ
)
。
な
お
、
原
料
ナ
フ
ワ
の
安
定
供
給
の
状
況
に
つ
い
て
は
石
油
化
学
工
業
協
会
、
前
掲
書
、
第
二
部
三
章
「
石
油
化
学
工
業
の
原
料
事
情
」
お
よ
び
渡
辺
徳
ご
編
、
前
掲
書
、
第
四
編
三
章
「
化
学
工
業
の
再
編
成
と
そ
の
基
盤
の
変
化
」
に
詳
し
い
。
減
価
償
却
の
実
態
(1) 
税
法
の
減
価
償
却
規
定
企
業
の
会
計
は
税
法
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
税
法
の
規
定
は
実
質
的
に
は
企
業
会
計
を
規
定
し
て
l
い
る
?
し
た
が
っ
て
石
油
化
学
企
業
の
減
価
償
却
の
実
態
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
税
法
の
規
定
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
わ
が
国
の
法
人
税
法
で
は
、
有
形
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
残
存
価
額
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
、
定
額
法
お
よ
び
定
率
法
に
よ
る
減
価
償
却
計
算
を
規
定
し
て
い
る
(
法
人
税
法
施
行
令
四
八
条
可
固
定
資
産
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
の
別
表
に
お
い
て
、
資
産
の
種
類
、
細
目
を
か
か
げ
て
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。
右
油
化
学
工
業
に
か
か
わ
る
主
要
な
機
械
及
び
装
置
の
耐
周
年
数
表
を
第
5
表
に
し
め
す
。
第
5
表
に
よ
る
と
、
宮
油
化
学
企
業
で
の
中
心
的
な
装
量
で
あ
る
エ
チ
レ
ン
製
造
装
置
が
九
年
、
ま
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
造
装
置
が
八
年
と
い
う
よ
う
に
、
お
お
む
ね
八
、
九
年
の
耐
周
年
数
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
石
油
化
学
金
業
の
税
法
に
規
定
す
る
償
却
計
算
は
、
耐
周
年
数
八
、
九
年
、
残
存
価
額
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
定
額
法
お
よ
び
定
率
法
に
よ
る
償
却
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
償
却
規
定
に
く
わ
え
て
、
周
知
の
特
別
償
却
の
規
定
が
あ
る
。
石
油
化
学
企
業
で
は
、
昭
和
三
0
年
代
以
来
の
急
速
な
拡
大
の
第
5
表
装
置
の
耐
用
年
数
(
税
法
〉
ボボ も系そ ス コ グロ コエ スア ビ ジレ石 ア
リリ
の造誘導富の
チ l リピ lチ テク 一 エ ン 油 セ 設
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わ
が
国
石
泊
化
学
企
業
と
減
価
償
却
な
か
で
、
大
型
装
置
を
特
別
償
却
の
利
用
に
よ
っ
て
早
期
に
償
却
し
て
き
た
。
こ
の
特
別
償
却
は
従
来
、
企
業
合
理
化
促
進
法
に
も
と
づ
い
た
租
税
特
別
措
置
法
第
四
三
条
の
重
要
産
業
用
合
理
化
機
械
の
規
定
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
規
定
で
は
、
た
と
え
ば
昭
和
田
二
年
三
月
現
在
で
つ
ぎ
の
も
の
を
合
理
化
機
械
と
し
て
い
た
。
洗
剤
用
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゾ
ー
ル
製
造
装
置
、
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
装
置
、
ア
セ
ト
ン
製
造
装
置
、
プ
タ
ノ
l
ル
製
造
装
置
、
へ
プ
タ
ノ
ー
ル
製
造
装
置
、
エ
チ
レ
ン
製
造
装
置
、
ア
ク
リ
ル
ニ
ト
リ
ル
製
造
装
置
、
酢
酸
ビ
ニ
ー
ル
製
造
装
置
、
高
圧
法
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
造
装
置
、
ポ
リ
プ
タ
ジ
エ
ン
製
造
装
置
。
以
上
の
合
理
化
機
械
を
取
得
し
、
事
業
の
用
に
供
し
た
と
き
に
初
年
度
に
取
得
価
額
の
四
分
の
一
の
額
を
特
別
償
却
と
し
て
、
す
な
わ
ち
費
用
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
重
要
産
業
用
合
理
化
機
械
の
特
別
償
却
の
範
囲
額
は
、
昭
和
二
七
年
当
時
は
普
通
償
却
と
あ
わ
せ
て
取
得
価
額
の
二
分
の
一
と
い
う
制
度
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
六
年
に
普
遇
償
却
を
区
分
し
て
特
別
償
却
の
範
囲
を
取
得
価
額
の
三
分
の
一
に
改
め
、
さ
ら
に
昭
和
三
九
年
に
四
分
の
一
に
変
更
さ
れ
た
。
以
上
の
償
却
計
算
を
仮
設
例
に
よ
っ
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
取
得
価
額
一
、
0
0
0万
円
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
残
存
価
額
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
、
耐
周
年
五
五
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
償却方法の比較
年 度 特 I 1 121 3 I 4 151 6 I 7 I 819 
償却費 l(t~1)11241 961 741 571 41 341 201 -
累計額川511吋州日51叫吋84州90
償却費同261叫吋吋 81 631 481 381 30 
定 率 法
累 計 額 1261叫吋叫叫叫叫叫 90
定 額 法
償却費 1101叫叫叫叫川刈叫 10
累計額い01叫刈叫叫叫刈叫 90
第 B表
取得価額 1，000万円，耐周年数9年，残存価額10%の設備資産についての各償却方法
の仮設伊jである。
注
五
六
数
九
年
(
石
油
化
学
工
業
の
主
要
な
装
置
で
あ
る
エ
チ
レ
ン
製
造
設
備
の
耐
周
年
数
は
九
年
で
あ
る
)
で
、
定
額
法
、
定
率
法
、
出
特
別
償
却
(
定
率
法
〉
に
よ
っ
て
償
却
す
る
と
、
第
6
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
定
率
法
に
よ
っ
て
も
税
法
の
耐
用
年
数
の
な
か
ば
に
は
七
割
あ
ま
り
の
償
却
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
初
年
度
四
分
の
一
の
特
別
償
却
を
加
え
る
と
、
」
初
年
度
に
は
四
五
一
万
円
(
定
率
法
に
よ
る
普
遇
償
却
額
二
二
六
万
円
と
川
特
別
償
却
額
二
二
主
万
円
の
合
計
額
)
の
償
却
を
実
施
し
、
償
却
額
全
体
の
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
償
却
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
実
質
的
に
は
四
、
五
年
で
償
却
を
完
了
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
加
速
度
償
却
が
、
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
の
拡
張
に
即
応
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
。
さ
て
、
以
上
の
重
要
産
業
用
合
理
化
機
械
の
制
度
は
、
わ
が
国
経
済
の
高
度
成
長
か
ら
低
成
長
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
そ
の
必
要
性
が
う
す
れ
、
昭
和
四
八
年
の
税
制
改
正
で
、
昭
和
五
0
年
度
ま
で
は
経
過
措
置
と
し
て
残
し
、
そ
れ
以
後
は
廃
止
す
る
」
と
に
な
り
、
」
れ
が
租
税
特
別
措
置
法
の
附
則
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
」
の
経
過
措
置
で
は
、
最
初
の
一
年
間
す
な
わ
ち
昭
和
四
九
年
三
且
二
二
日
ま
で
は
特
別
償
却
の
割
合
は
従
来
ど
お
り
取
得
価
額
の
四
分
の
一
と
し
、
次
の
プ
年
間
は
一
六
パ
i
(
口
)
セ
ン
ト
、
最
後
の
年
度
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
漸
減
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
、
特
別
償
却
は
そ
の
範
囲
を
縮
少
し
特
定
設
備
等
の
特
別
償
却
と
し
て
公
害
防
止
石油化学工業主要設備の状況
昭和51年現在(単位:千トン/年〉
5備〈1公能/8称現力〉在設
ブ償却終了 法数定耐周年
ラ(Bン〉 ト (B)/(A) (A) 
% 
エチレン 5，243 1， 184 23 9 
低密度ポリエチレン 1，394 610 44 8 
高密度ポリエチレン 947 183 19 8 
エチレンオキサイド 560 162 29 8 
スチレンモノマー 1，478 274 19 9 
アセトラルデヒド 767 410 53 7 
塩ピモノマー 2，476 (1，189) 48 7 
酢酸ビニーノレ 585 341 58 7 
ポリスチレン (770) 322 43 8 
塩ピ樹脂 1，979 683 35 8 
ポリプロピレン 1，059 151 14 8 
第 7表
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
(1) 償却終了プラγ トのうちアセトアノレデヒド，酢酸ピユーノレ，塩ピモノマー，塩ピ
樹脂の能力は休廃止分及び旧法〈石油化学系原料転換前の設備〉のプラγ トを含ん
でいるため，現宥能力との対比は目安程度の意味にとどまる。なお酢酸ピ品目Jレの
現有能力はカーパイドアセチレγ法及ひ.天然ガス原料法を，境ピ毛ノマー・温ピ樹
脂はナフサ分解法，原油分解法，カ【バイドアセチレン法を含む。
(2) 広沢容「石油化学工業の供給カ見通しJW興銀調査]186， 1972 No. 6， 10ページ
より。
主
用
機
械
装
置
等
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
設
備
を
得
取
し
、
事
業
の
用
に
供
し
た
と
き
、
そ
の
初
年
度
に
普
通
償
却
の
ほ
か
に
取
得
価
額
の
一
定
割
合
を
償
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
租
税
特
別
措
置
法
第
四
三
条
)
。
以
上
の
税
法
の
減
価
償
却
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
企
業
は
税
法
上
の
所
得
計
算
の
み
な
ら
ず
、
基
本
的
に
は
す
べ
て
の
損
益
計
算
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
(2) 
製
造
装
置
の
実
態
石
油
化
学
工
業
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
償
却
計
算
は
、
八
t
九
年
の
耐
用
年
数
に
よ
っ
て
定
率
法
ま
た
は
定
額
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
特
別
償
却
の
利
用
に
よ
っ
て
実
質
的
に
は
四
、
五
年
で
償
却
計
五
七
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
五
八
算
を
終
了
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
Q
と
こ
ろ
で
以
よ
の
指
摘
は
、
減
価
償
却
算
計
が
そ
う
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
計
算
が
ど
の
よ
う
に
実
際
の
製
造
装
置
の
状
況
と
軍
離
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。
石
油
化
学
工
業
め
製
造
装
置
の
実
態
を
広
沢
容
氏
め
分
析
に
よ
り
な
が
ら
、
ま
ず
第
7
表
を
マ
か
よ
う
。
第
7
表
は
石
油
化
学
工
業
の
主
要
設
備
の
状
泌
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
エ
チ
レ
ン
装
置
で
は
現
有
能
力
全
体
の
二
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
償
却
済
み
の
プ
ラ
ン
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
(
高
圧
法
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
)
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
シ
(
中
低
庄
法
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
)
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
酸
化
エ
チ
レ
ン
一
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
l
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
塩
ビ
モ
メ
マ
l
、
酢
塩
ビ
ニ
l
ル
、
塩
ビ
樹
脂
に
つ
い
て
は
、
休
廃
止
分
お
よ
び
石
油
化
学
系
原
料
転
換
前
の
設
備
を
ふ
く
ん
で
い
る
た
め
償
却
済
み
能
力
の
割
合
が
一
品
く
な
っ
て
お
り
、
目
安
程
度
の
意
味
に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
石
油
化
学
工
繁
で
は
現
有
能
力
の
ニ
0
1三
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
償
却
済
み
の
装
置
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
特
別
償
却
を
考
慮
に
い
れ
れ
ば
、
こ
の
値
は
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
装
置
の
実
態
に
つ
づ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
最
も
中
心
的
な
装
置
で
あ
る
エ
チ
レ
ン
製
造
装
置
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
第
8
表
に
よ
る
と
、
昭
和
三
三
年
t
三
九
年
に
生
産
を
開
始
し
た
装
置
は
一
一
基
、
七
九
万
ト
ン
存
在
し
て
い
る
。
と
れ
ら
は
一
O
万
ト
ン
/
年
以
下
の
老
朽
プ
ラ
ン
ト
で
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
も
レ
シ
プ
ロ
方
式
が
多
く
、
先
発
企
業
の
二
号
機
お
よ
び
後
発
企
業
の
一
号
機
か
ら
な
る
。
ま
た
、
昭
和
四
C
年
?
四
三
年
に
生
産
を
開
始
し
た
プ
ラ
ン
ト
は
一
O
基
二
四
O
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
ト
は
大
部
分
一
O
万
ト
ン
ム
口
お
よ
び
二
O
万
ト
ン
ム
ロ
の
装
置
で
あ
り
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
も
セ
ン
ト
リ
フ
ュ
l
ガ
ル
方
式
に
切
換
っ
て
お
り
、
十
分
に
経
済
的
な
稼
動
が
可
能
で
あ
る
。
昭
和
四
四
年
以
降
に
生
産
を
開
始
し
た
プ
ラ
ン
ト
は
、
ほ
と
ん
ど
が
三
O
万
ト
ン
台
の
新
鋭
プ
ラ
ン
エチレン装置の状況
昭和52年現在(単位1，000トン/年〕
生産の開始時期 プラ ト〈比ン率数第)I 生産能〔比率力%) 
昭和 33 ~ 39 年
11 791 13.9 (償却済み〉
昭和 40 ~ 43 年 10 1，401 24.7 (償却済み〕
昭和 44 年以降 11 3，468 61.2 
ぷ日』 J十 32 100.0 
第 8表
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
(
辺
)
ト
で
あ
り
一
一
基
、
三
四
七
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
製
造
装
置
の
う
ち
昭
和
国
三
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
も
の
は
、
税
法
の
耐
用
年
数
で
あ
る
九
年
を
経
過
し
て
お
り
帳
簿
上
は
償
却
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
崖
能
力
で
は
全
体
の
四
O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
、
装
置
基
数
で
は
七
O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
が
す
で
に
償
却
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
四
年
以
降
に
生
産
を
開
始
し
た
大
型
装
置
に
つ
い
て
み
て
も
、
昭
和
四
四
、
四
五
年
に
生
産
を
開
始
し
た
も
の
は
六
基
に
も
お
よ
び
、
こ
れ
ら
は
す
で
に
七
年
経
過
第 1表より作成，ただし第3予備装置をのぞく。
し
て
実
質
的
に
ほ
償
却
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
の
エ
チ
レ
ン
装
置
は
大
部
分
が
償
却
済
み
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
く
る
と
、
わ
が
国
の
税
法
の
耐
用
年
数
は
、
実
際
の
使
用
期
間
と
対
比
す
る
と
き
わ
め
て
短
い
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
ほ
エ
チ
レ
ン
装
置
の
使
用
期
間
は
か
な
り
長
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
広
沢
容
氏
は
ヱ
チ
レ
ン
装
置
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
「
物
理
的
老
朽
化
の
観
点
か
ら
み
た
耐
用
年
数
は
一
五
年
と
も
二
O
年
と
も
な
か
な
か
決
め
難
く
、
例
え
ば
分
解
炉
の
中
で
高
熱
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
チ
ュ
ー
ブ
等
(
材
質
が
改
良
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百四
F
F
4
0
色
々
操
業
で
の
耐
用
時
間
は
三
万
注
時
間
程
度
に
ま
で
短
縮
し
て
い
る
模
様
)
は
消
耗
品
と
し
て
一
定
時
期
に
交
換
す
る
五
九
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
ノ、。
「
経
験
的
」
に
「
既
設
の
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
の
物
理
的
老
朽
化
及
び
経
済
的
陳
腐
化
の
両
面
か
ら
耐
用
年
数
一
七
年
を
一
応
の
司
途
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
現
存
の
エ
チ
レ
ン
製
造
装
置
の
構
し
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
や
低
温
精
留
工
程
も
定
期
的
な
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
励
行
す
る
限
り
、
長
期
的
な
使
用
に
耐
え
得
る
も
の
と
見
ら
(
臼
)
れ
る
」
。
さ
ら
に
経
済
的
陳
腐
化
を
考
慮
し
な
が
ら
、
成
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
も
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
の
製
造
装
置
の
実
際
の
使
用
期
間
と
、
減
価
償
却
計
算
上
の
耐
周
年
数
と
の
間
に
は
、
い
ち
じ
る
し
い
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
計
算
上
の
費
用
を
拡
大
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
と
く
に
設
備
資
産
の
拡
大
が
ハ
お
)
顕
著
で
あ
っ
た
石
油
化
学
工
業
に
お
い
て
は
、
費
用
の
拡
大
は
莫
大
な
も
の
と
な
る
。
(3) 
一
井
石
油
化
学
、
三
菱
油
化
の
減
価
償
却
わ
が
国
の
代
表
的
な
石
油
化
学
企
業
で
あ
る
三
井
石
油
化
学
お
よ
び
三
菱
油
化
の
減
価
償
却
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
9
表
に
よ
っ
て
三
井
石
油
化
学
の
使
用
総
資
本
と
利
益
お
よ
び
減
価
償
却
貢
(
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
の
値
)
の
状
況
を
み
よ
う
。
第
9
表
に
よ
る
と
、
公
表
の
経
常
利
益
の
水
準
に
対
し
て
減
価
償
却
は
高
い
水
準
で
計
上
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
昭
和
三
九
年
九
月
決
算
か
ら
昭
和
四
六
年
九
月
決
算
の
問
は
定
率
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
総
資
本
に
対
し
て
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
減
価
償
却
費
を
計
上
し
た
(
一
年
当
り
に
換
算
し
た
催
〉
。
ま
た
、
昭
和
三
九
年
一
一
一
月
決
算
以
前
お
よ
び
昭
和
四
七
年
三
一
月
決
算
以
降
に
お
い
て
は
定
額
法
を
採
用
し
て
お
り
、
使
用
総
資
本
に
対
す
る
減
価
償
却
費
の
割
合
は
、
一
時
期
を
の
ぞ
い
て
五
t
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
定
額
法
の
実
施
期
に
あ
っ
て
も
昭
和
三
一
五
年
九
丹
、
三
六
年
九
月
、
一
一
一
七
年
三
且
ま
た
最
近
で
は
四
九
年
三
月
、
四
九
年
九
月
、
五
O
年
コ
一
月
決
算
に
、
償
却
範
閤
額
を
上
回
っ
た
減
価
償
却
を
実
施
し
て
い
る
。
な
か
で
も
石
油
化
学
工
業
が
高
収
益
を
実
現
し
て
償
却
方
法
を
定
率
法
に
変
更
す
る
直
前
の
昭
和
三
八
年
九
月
決
算
に
は
一
O
億
円
も
の
有
税
償
却
を
実
施
し
た
。
ま
た
最
近
で
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
決算期
昭和年月
。。
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資
利
5，250(4，142丸 0.2
12，228(10，378)1 -"2.9 
9，768(10，103)1 2.2 
5.1 
注 (1) I減価償却」の( )内の値は償却範図の額であり， ( )の値がない決算期に
ハ ついては範囲内の償却を実施した。
(2) 昭和51，52年については 1年決算である。
(3) ~会社年鑑~ (日本経済新筒〉より作表。
50. 
51. 
52. 
(三井石油化学〉
単位:100万円
普通，特
別計償率却第累 f蔵 考
累計 額
30/7 設立，岩国一部操業
34/1 営業開始
35/12 三井圏ポリケミカル設立
37/2 岩大竹地区工場操業
39/9 定額置法法から定率法へ税変法更基，岩国 3号装置，
租税特別措 をふくむ法人 準
42/3 千葉工場操業
782 56.1 
1，505 58.2 
1，801 60.6 
2，065 61.3 
2，745 59.6 
4，137 59.7 
3，907 61.1 
3，376 61.9 
2，846 60.8 ! 47/3 定率法から定額法へ変更
2，316 60.7 
1，786 62.1 
1，256 63.2 
1，154 66.6 
1，052 67.6 
950 60.7 
747 59.8 
543 61.6 
また40/3-42/9の( )は内特別償却額である。
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
~ 
ノ、
第10表有形固定資産の償却状況
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
決算期 当 期 償 土日 当期末 {賞 去日
昭和年月
取得価額
償却額 累計額 残 高 累計率%
33. 3 
9 1，852 。 。 1，852 。
34. 3 12，555 222 222 12，333 1.7 
9 755 12，610 5.6 
35. 3 13，640 I 610 1，365 12，275 10.0 
9 14，512 I 1，642 3，007 11 ，505 20.7 
36. 3 14，663 784 3，791 10，872 25.8 
9 17，854 954 4，745 13，109 26.5 
3 27，663 1，015 5，760 21，903 20.8 
9 32，419 1，283 7，043 25，376 21. 7 
38. 3 31，925 1，225 8，268 23，657 25.8 
9 21，659 
39. 3 1，564 24，263 
9 3，739 27，716 
40. 3 46パ田 !同6(1初j 17，793 28，329 38.6 
9 47，544 I 3，226( 8 20，938 26，605 44.0 
41. 3 47，885 13，093(19 23，945 23，940 50.0 
9 48，294 I 2，899(31 26，762 21，531 55.4 
42. 3 62，852 13，584(98 30，000 32，851 47.7 
9 63，921 I 4，491(57 34，352 29，569 i 53.7 
43. 3 68，342 3，554 37，614 30，727 55.0 
9 72，844 3，547 40，959 31，884 56.2 
44. 3 75，742 3，642 44，164 31，578 58.3 
9 80，978 3，622 47，609 33，368 58.8 
45. 3 89，448 4，006 50，644 38，804 56.6 
9 97，065 4，940 53，834 43，231 55.5 
46. 3 100，916 4，906 57，826 43，090 57.3 
9 102，539 4，480 60，141 42，398 58.7 
47. 3 105，926 2，664 61，653 44，273 58.2 
9 107，580 3，261 62，986 44，594 58.5 
48. 3 109，606 3，450 66，294 43，312 60.5 
9 112，103 3，712 69，658 42，445 62.1 
49. 3 114，148 6，961 74，917 39，231 65.6 
9 118，213 4，495 78，966 39，247 66.8 
50. 3 139，387 5，142 83，766 55，621 60.1 
51. 3 159，714 11，459 94，917 64，797 59.4 
52. 3 169，438 9，240 103，911 65，527 61.3 
ノ、
注 (1) I当期償却額」の38/9-39/ 9-決算の( )の値は償却資産ついての値であり，
(21 ~有価証券報告書』お工ぴ『会社年鑑~ c日本経済新聞社〉より作家。
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
六
回
は
、
石
油
危
機
に
よ
る
高
収
益
を
基
礎
と
し
て
昭
和
四
九
年
三
月
決
算
に
は
、
償
却
範
囲
額
が
三
八
億
円
で
あ
る
の
に
、
こ
の
二
倍
ち
か
い
七
O
億
円
の
償
却
費
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
定
額
法
を
採
用
し
な
が
ら
、
高
収
益
を
実
現
し
た
折
に
は
多
額
な
償
却
費
を
計
上
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
資
本
利
益
率
は
、
と
く
に
定
率
法
を
採
用
し
た
昭
和
三
九
年
九
月
決
算
以
降
低
い
水
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
昭
和
四
六
年
六
月
決
算
か
ら
の
定
額
法
へ
の
変
更
後
は
、
不
況
の
た
め
一
時
的
に
資
本
利
益
率
が
低
下
し
た
も
の
の
、
石
油
危
機
の
も
と
で
高
収
益
を
実
現
し
た
時
期
に
は
償
却
額
、
利
益
額
と
も
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
全
般
的
に
み
て
、
償
却
方
法
の
変
更
、
お
よ
び
範
囲
額
を
こ
え
た
償
却
費
の
計
上
と
い
う
政
策
的
な
償
却
費
の
増
減
と
、
公
表
利
益
の
大
小
は
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
三
井
石
油
化
学
の
税
法
基
準
に
よ
る
償
却
費
の
計
上
は
、
短
い
耐
用
年
款
の
採
用
な
ど
に
よ
っ
て
過
大
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
利
益
の
費
用
化
は
ひ
か
え
め
に
考
え
て
も
、
償
却
費
の
三
分
の
一
程
度
に
は
達
す
る
で
あ
ろ
う
(
主
要
な
製
造
装
置
の
耐
用
年
数
八
J
九
年
は
、
現
実
に
は
一
五
年
程
度
と
考
え
ら
れ
る
U
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
実
質
的
な
資
本
利
益
率
を
算
出
す
る
な
ら
ば
、
三
井
石
油
化
学
の
高
収
益
性
は
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
る
。
三
井
石
油
化
学
の
減
価
償
却
の
実
施
状
況
を
有
形
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の
増
大
の
状
、
況
と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
つ
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
第
四
表
を
作
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
減
価
償
却
の
状
、
記
を
も
う
少
し
詳
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
井
石
油
化
学
は
、
昭
和
二
一
O
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
三
三
年
二
月
に
は
岩
国
に
お
い
て
一
部
操
業
を
開
始
し
た
。
減
価
償
却
の
計
上
は
第
四
表
か
ら
明
ら
な
よ
う
に
昭
和
一
二
四
午
三
月
決
算
の
二
二
二
百
万
円
の
計
上
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
岩
国
大
竹
地
区
の
操
業
開
始
な
ど
と
、
そ
の
規
模
を
拡
大
す
る
一
方
、
減
価
償
却
の
計
上
も
定
額
法
に
よ
る
税
法
基
準
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
償
却
累
計
率
が
急
上
昇
し
て
き
た
。
昭
和
三
0
年
代
後
半
に
は
す
で
に
指
摘
し
た
上
う
に
定
額
法
基
準
に
よ
る
償
却
範
同
額
を
上
M
る
償
却
費
の
計
上
が
た
び
た
び
お
こ
な
わ
れ
た
。
石
油
化
学
工
業
の
本
格
的
な
稼
動
に
と
も
な
い
、
高
収
益
を
実
現
す
る
に
い
た
っ
た
三
井
石
油
化
学
で
は
、
昭
和
三
九
年
九
月
決
算
よ
り
償
却
方
法
を
定
額
法
よ
り
定
率
法
に
変
更
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
償
却
額
は
二
倍
樫
度
に
も
増
加
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
償
却
方
渋
の
変
更
は
石
油
化
学
企
業
で
は
一
般
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
当
時
、
化
学
経
済
研
究
所
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
'
:
高
収
益
が
安
定
的
に
見
通
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
定
率
法
採
用
の
キ
メ
手
で
あ
る
が
、
石
油
化
学
工
業
の
発
展
の
中
で
み
る
と
、
重
要
物
産
免
税
制
度
と
の
関
連
は
見
逃
せ
な
い
。
石
油
化
学
工
業
は
技
術
革
新
の
先
端
を
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
技
術
の
発
展
に
よ
る
陳
腐
化
は
激
し
い
。
こ
の
た
め
早
期
の
償
却
が
必
要
で
あ
り
、
耐
用
年
数
も
短
く
き
め
ら
れ
て
い
る
が
、
三
井
石
油
化
学
も
、
三
菱
油
化
(
た
だ
し
日
本
石
油
化
学
は
定
率
法
)
に
し
て
も
、
定
額
償
却
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
よ
う
に
、
急
速
に
石
油
化
学
工
業
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
定
率
法
で
は
操
業
早
々
の
減
価
償
却
費
が
あ
ま
り
に
も
大
き
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
負
担
が
重
す
ぎ
る
こ
と
と
加
え
て
、
石
油
化
学
工
業
の
育
成
措
置
と
し
て
設
定
さ
れ
た
重
要
物
産
指
定
品
の
法
人
税
免
税
の
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
制
度
は
操
業
後
三
年
間
に
あ
げ
た
利
益
に
対
し
所
要
設
備
額
の
四
O
%を
限
度
と
し
て
免
税
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
定
率
法
に
よ
る
操
業
初
期
の
多
額
な
償
却
は
利
益
を
少
な
い
も
の
と
す
る
の
で
、
恩
典
は
利
用
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
高
収
益
を
上
げ
て
い
る
今
日
で
は
、
こ
の
よ
う
な
懸
念
は
な
く
、
む
し
ろ
定
率
法
に
切
り
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
部
留
保
を
固
め
、
自
己
資
金
調
達
の
方
向
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
開
放
体
制
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
丁
度
こ
の
と
き
、
さ
る
三
七
年
三
月
末
で
重
要
物
産
の
指
定
が
解
除
と
な
る
直
前
に
建
設
さ
れ
た
エ
チ
レ
ン
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
石
油
化
学
製
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
ハ五
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
(
市
川
)
品
は
、
こ
の
思
典
を
、
活
用
で
き
る
期
限
が
遅
く
と
も
四
O
年
三
月
末
L
は
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
」
。
石
油
化
学
企
業
で
は
、
重
要
物
産
免
税
制
度
と
高
収
益
の
実
現
と
い
う
条
件
の
な
か
で
、
政
策
的
に
ユ
一
の
償
却
方
法
を
変
更
し
た
事
情
が
端
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
三
井
石
油
化
学
の
昭
和
三
九
年
九
月
決
算
で
の
償
却
方
法
の
変
更
に
つ
ツ
い
て
、
た
菱
油
化
で
も
定
額
法
か
ら
定
率
法
へ
の
変
更
を
実
施
し
三
井
石
油
化
学
で
は
昭
和
三
九
年
九
月
決
算
か
ら
昭
和
四
六
作
九
日
月
決
算
の
七
年
間
に
わ
た
っ
て
定
率
法
に
よ
る
憤
却
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
期
間
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
設
備
の
大
型
化
、
高
操
業
度
の
維
持
、
製
品
価
倍
の
低
下
、
需
要
の
拡
大
と
い
う
な
か
で
高
収
益
性
を
実
現
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
高
収
益
陀
を
基
礎
と
し
て
、
三
井
石
油
化
学
で
は
、
定
率
法
に
よ
る
償
却
に
よ
っ
て
従
来
の
償
却
額
の
二
倍
あ
ま
り
に
も
達
す
る
償
却
費
を
計
上
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
を
中
心
に
特
別
償
却
が
実
施
さ
ね
た
。
特
別
償
却
累
計
額
は
、
昭
和
四
五
年
九
月
決
算
で
は
普
通
償
却
累
計
舗
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
定
率
法
お
よ
び
特
別
償
却
の
利
用
に
よ
っ
て
、
有
形
固
定
資
産
の
急
速
な
増
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
償
却
累
計
率
を
高
い
水
準
に
維
持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
O
年
三
月
決
算
よ
り
四
六
年
三
月
決
算
の
わ
ず
か
六
年
間
に
有
形
固
定
資
産
の
取
得
価
額
ほ
二
、
二
一
倍
に
も
増
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
償
却
累
計
率
ほ
三
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
六
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
増
大
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
短
い
耐
用
年
数
で
の
定
率
法
、
特
別
償
却
に
よ
る
加
速
度
償
却
が
い
か
に
急
速
に
実
施
さ
れ
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ろ
。
こ
う
し
た
急
速
な
償
却
は
、
そ
の
後
の
不
況
の
な
か
で
定
額
法
へ
の
変
更
お
よ
び
特
別
償
却
の
減
少
が
お
こ
な
わ
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
さ
え
、
償
却
累
計
率
を
高
水
準
に
維
持
す
る
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
高
収
益
実
現
の
時
期
に
あ
っ
て
さ
え
、
え
て
い
る
企
業
が
多
い
斗
こ
と
も
事
実
で
あ
ワ
て
、
定
卒
法
、
特
別
償
却
に
よ
る
加
速
度
償
却
は
先
発
企
業
を
中
心
と
す
る
大
手
石
油
化
「
定
率
法
償
却
さ
え
も
十
分
に
実
施
で
き
ず
、
定
額
法
償
却
に
切
り
換
学
企
業
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
高
収
益
実
現
の
も
と
で
の
加
速
度
償
却
は
、
昭
和
四
六
、
四
七
年
頃
か
ら
企
業
成
長
の
鈍
化
、
採
算
の
悪
化
、
不
況
に
直
面
す
る
に
い
た
っ
て
、
定
額
法
へ
の
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
「
四
六
年
末
時
点
の
主
要
石
油
化
学
企
業
の
償
却
方
法
を
み
る
と
、
三
菱
油
化
ハ
鹿
島
工
場
は
定
額
)
、
日
本
石
油
化
学
、
東
燃
石
油
化
学
、
出
光
石
油
化
学
、
丸
善
石
油
化
学
〈
実
施
額
は
定
額
相
当
分
+
出
)
旭
ダ
ウ
な
ど
が
定
率
法
で
三
井
石
油
化
学
(
四
六
年
九
月
期
末
で
は
定
率
)
、
化
成
水
島
、
住
友
千
葉
化
学
、
新
大
協
和
石
油
化
学
、
日
本
ユ
ニ
カ
l
、
三
井
ポ
リ
ケ
ミ
カ
ル
な
ど
が
定
額
法
を
採
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従
来
は
定
率
法
を
採
用
し
て
い
る
企
業
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
販
売
価
格
の
下
落
に
と
も
な
う
収
益
の
悪
化
か
ら
、
定
額
法
を
採
用
す
る
ケ
l
ス
が
増
加
し
て
お
り
、
ン
設
備
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
の
企
業
が
定
額
法
と
な
っ
て
い
る
」
。
エ
チ
レ
ン
三
一
Q
万
ト
三
井
石
油
化
学
で
は
、
昭
和
四
七
年
三
月
決
算
よ
り
従
来
の
定
率
法
か
ら
定
額
法
に
償
却
方
法
を
変
更
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
四
七
年
三
月
決
算
の
償
却
額
は
、
昭
和
四
六
年
九
月
決
算
の
六
O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
に
も
減
少
し
た
。
ま
た
特
別
償
却
に
つ
い
て
も
取
崩
し
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
高
収
益
実
現
の
時
期
で
の
加
速
度
償
却
に
よ
っ
て
、
ま
た
す
で
に
指
摘
し
た
石
油
危
機
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
一
時
的
な
高
収
益
を
背
景
と
し
た
範
囲
額
を
大
幅
に
上
回
る
償
却
費
の
計
上
に
よ
っ
て
、
償
却
累
計
率
を
高
い
水
準
に
維
持
し
て
い
る
。
と
く
に
昭
和
四
九
年
決
算
で
は
、
設
備
資
産
の
減
少
も
加
味
さ
れ
て
、
償
却
累
計
率
は
六
七
・
六
パ
i
セ
ン
ト
に
も
達
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
三
井
石
油
化
学
の
減
価
償
却
の
状
況
を
検
討
し
て
く
る
と
、
説
法
の
減
価
償
却
規
定
に
も
と
づ
い
て
定
額
法
、
定
率
法
、
特
別
償
却
さ
ら
に
超
過
償
却
(
有
税
償
却
)
を
、
租
税
政
策
お
よ
び
収
益
性
の
状
況
に
対
応
し
て
、
政
策
的
に
展
開
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
減
価
償
却
額
に
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
加
速
度
償
却
に
よ
っ
て
高
い
償
却
累
計
率
を
維
持
し
て
き
た
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
六
七
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
単位:100万円
主 況
少
状rJ) 設要却
法
償
方
・
償
計
別
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累
型
特
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」
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
の
三
井
石
油
化
学
の
状
況
に
つ
づ
い
て
、
三
菱
油
化
の
最
近
の
状
況
を
検
討
し
よ
う
Q
第
U
表
は
三
菱
油
化
の
機
械
装
置
の
最
近
の
増
減
お
よ
び
償
却
の
状
況
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
ニ
菱
油
化
で
は
昭
和
四
五
年
に
は
鹿
島
一
ニ
O
万
ト
ン
/
年
エ
チ
レ
ン
製
造
装
置
を
中
心
に
機
械
装
置
の
増
加
は
二
四
O
億
円
に
達
し
、
償
却
累
計
率
は
、
従
来
、
普
通
償
却
、
特
別
償
却
の
合
計
で
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
た
。
そ
の
後
、
鹿
島
一
ニ
O
万
ト
ン
装
置
に
つ
い
て
は
耐
周
年
数
九
年
に
よ
る
定
額
法
お
よ
び
特
別
償
却
に
よ
っ
て
、
機械装置の状況(三菱油化〉
当期当期 当期償却期末差償却特別償累計額計
期末残高 累(計A額〉 累計率却額累CB計〉
Aロ(. A+ 
増加額減少額 償却額 引残高 % B) 
44. 12 76，216 2，407 481 78，142 4，019 44，349 33，793 56.8 2，945 47，294 
45. 6 78，142 1，210 1，562 77，790 3，695 46，935 30，854 60.3 3，511 50，446 
12 77，790 24，161 2，294 99，656 3，753 48，759 50，897 48.9 4，130 52，889 
46. 6 99，656 3，516 1，441 101，732 4，357 52，003 49，728 51.1 4，304 56，307 
12 101， 732 1，337 314 102，755 4，184 56，017 46，738 54.5 4，051 60，0681 
47. 6 102，755 920 394 103，281 44，224 57.2 3，797 62，8541 
12 103，281 977 1，171 103，087 3，220:61，961 41， 126 60.1 3，542 65，5031 
48. 6 103，087 1，754 2，553 102，288 3，241163，096 39，192 61. 7 3，289 66，385 
12 102，288 4，593 3，077 103，804 3，563 64，471 39，333 62.1 3，035 67，506 
49. 6 103，804 2，542 5，689 100，657 3，849 63，236 37，421 62.8 2，782 
12 100，657 8，498 535 108，620 61.6 2，529 69，469 
50. 
12 108，620 31，286 395 139，511 9 ， 21~75 ， 89~63 ， 618 54.4 2，022 77，915 
51. 
12 139，511 9，375 1，089 147，797 9，779 84，832 62，965 57.4 1，515 86，347 
第1表
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
50年12月， 51年12月決算は1年決算である。
『有価証券報告書』より作表。
1 
(2) 
注
そ
の
他
の
資
産
に
つ
い
て
は
定
率
法
に
よ
っ
て
償
却
を
実
施
し
た
。
昭
和
四
七
年
六
月
決
算
に
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
不
況
を
背
景
と
し
て
三
井
石
油
化
学
と
同
様
、
償
却
方
法
を
定
額
法
に
変
更
し
た
。
し
か
し
、
鹿
島
操
業
以
来
、
大
幅
な
設
備
投
資
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
償
却
累
計
率
は
昭
和
四
九
年
六
月
決
算
に
は
六
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
た
。
こ
れ
は
定
額
法
に
よ
る
償
却
と
は
い
え
、
き
わ
め
て
短
い
耐
周
年
数
に
よ
っ
て
償
却
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
短
期
間
に
償
却
累
計
率
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。ま
た
、
第
日
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
ノ、
九
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
七
O
に
、
一
ニ
菱
油
化
で
は
昭
和
三
四
年
五
月
に
生
産
を
開
始
し
た
四
日
市
一
号
エ
チ
レ
ン
製
造
装
置
(
↓
了
二
万
ト
ン
/
年
)
を
昭
和
四
八
年
に
廃
棄
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
号
装
置
に
関
し
て
い
え
ば
一
五
年
の
耐
用
年
数
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
質
的
に
は
の
ち
に
指
摘
す
る
昭
和
四
七
年
の
不
況
カ
ル
テ
ル
結
成
に
際
し
て
、
生
産
能
力
を
大
き
く
表
示
す
る
た
め
に
保
有
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
号
装
置
の
使
用
期
間
は
ご
ニ
t
一
四
年
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
三
菱
油
化
で
は
四
日
市
で
の
排
煙
脱
硫
設
備
ま
た
鹿
島
ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
!
製
造
設
備
な
ど
の
建
設
に
よ
っ
て
、
償
却
累
計
率
が
一
時
的
に
低
下
し
た
も
の
の
全
般
的
に
き
わ
め
て
両
い
水
準
を
維
持
し
て
き
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
税
法
の
減
価
償
却
規
定
お
よ
び
コ
一
井
石
油
化
学
、
菱
油
化
の
減
価
償
却
の
状
況
を
検
討
し
て
く
る
と
、
全
般
的
に
短
期
間
の
加
速
度
償
却
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
う
し
た
加
速
度
償
却
が
、
石
油
化
学
企
業
の
き
わ
め
て
急
速
な
大
型
化
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
ま
た
大
型
化
に
際
し
て
設
備
資
金
の
な
か
で
減
価
償
却
基
金
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
『
特
別
償
却
の
で
き
る
合
理
化
械
機
一
覧
表
と
そ
の
使
い
方
』
(
昭
和
四
二
年
三
月
現
在
〉
大
蔵
省
税
制
第
一
課
技
術
係
緑
、
九
J
一
Q
ぺ
|
(
9〉
刊
V
J
(
叩
〉
大
蔵
省
税
制
第
一
課
技
術
係
編
、
前
掲
書
、
八
二
ペ
ー
ジ
(
日
)
『
昭
和
四
九
年
改
正
、
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
表
と
そ
の
使
い
方
』
白
石
雅
也
編
、
一
O
四
ペ
ー
ジ
(
ロ
)
こ
こ
で
の
分
析
は
、
広
沢
容
氏
の
分
析
(
「
石
油
化
学
工
業
の
供
給
力
見
通
し
」
『
興
銀
調
査
』
一
八
六
、
zz
考
に
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。
(
時
)
広
沢
、
前
掲
論
文
、
七
ペ
ー
ジ
(
孔
)
広
沢
、
前
掲
論
文
、
八
ペ
ー
ジ
(
日
)
設
備
資
産
の
拡
大
の
も
と
で
の
加
速
度
償
却
の
効
果
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
減
価
償
却
と
圧
縮
記
帳
」
zp
司
六
J
七
ペ
ー
ジ
)
を
参
(
市
川
深
編
著
『
税
務
会
計
』
一
三
一
J
一
二
五
ペ
ー
ジ
)
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
(
日
)
「
果
敢
な
三
井
石
油
化
学
の
経
理
政
策
定
率
法
採
用
の
意
味
す
る
も
の
」
『
化
学
経
済
』
一
九
六
四
年
八
月
号
、
五
ペ
ー
ジ
(
げ
)
資
料
の
制
約
で
、
こ
の
時
期
の
三
菱
油
化
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
昭
和
三
九
年
当
時
定
額
法
を
採
用
し
て
い
た
も
の
の
『
会
社
年
鑑
』
(
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
)
に
よ
れ
ば
昭
和
四
一
年
一
二
月
決
算
に
は
定
率
法
と
な
っ
て
い
る
。
(
国
)
近
藤
完
一
著
司
日
本
化
学
工
業
論
』
(
一
九
六
八
年
)
一
一
八
ペ
ー
ジ
ハ
日
)
山
本
「
経
営
指
標
に
み
る
不
況
下
の
石
油
化
学
工
業
i
カ
ル
テ
ル
体
制
下
で
拡
大
す
る
企
業
間
格
差
i
」
五
六
ペ
ー
ジ
『
化
学
経
済
』
一
九
七
二
年
八
月
号
、
大
型
化
の
「
効
果
」
(1) 
三
井
石
油
化
学
、
一
一
一
菱
油
化
の
実
態
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
は
、
き
わ
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
急
激
な
装
置
の
大
型
化
を
実
現
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
大
型
化
が
、
企
業
の
財
政
状
態
お
よ
び
営
業
状
況
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
を
、
と
く
に
減
価
償
却
の
問
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ
な
が
ら
検
討
す
る
。
こ
の
た
め
に
、
ま
ず
石
油
化
学
企
業
を
代
表
す
る
三
井
石
油
化
学
お
よ
び
三
菱
油
化
の
実
態
を
分
析
し
よ
う
。
石
油
化
学
工
業
の
基
礎
と
な
る
エ
チ
レ
ン
製
造
設
備
に
つ
い
て
、
三
井
石
油
化
学
の
状
況
を
み
る
と
、
昭
和
三
三
年
二
月
に
岩
国
で
二
万
ト
ン
/
年
装
置
の
操
業
を
開
始
し
て
以
来
、
昭
和
三
七
年
二
月
八
・
三
万
ト
ン
/
年
(
岩
国
)
、
三
九
年
九
月
九
万
ト
ン
/
年
(
岩
国
)
、
四
二
年
二
且
一
四
・
二
万
ト
ン
/
年
の
装
置
に
よ
る
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
五
年
四
月
に
は
、
日
本
石
油
化
学
と
の
共
同
出
資
に
よ
る
浮
島
石
油
化
学
に
お
い
て
一
二
O
万
ト
ン
/
年
(
川
崎
)
エ
チ
レ
ン
装
置
の
生
産
を
開
始
し
た
。
三
井
石
油
化
学
で
は
、
と
く
に
昭
和
三
0
年
代
か
ら
四
0
年
代
前
半
に
か
け
て
ニ
i
三
年
の
間
隔
で
エ
チ
レ
ン
装
置
の
大
型
化
を
推
進
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
七
」
ミ
ヲ
己
回
同
:
更
ど
が
相
判
H
~
題
担
宥
-¥-111 
第
12
表
損
益
計
算
書
の
推
移
(
三
井
石
油
化
学
)
単
位
:
100
万
円
昭
和
年
|
出
(
鈎
|
紅
原
価
似
内
減
価
償
制
豊
富
費
一
倒
的
蕩
)1
開
惣
〉
問
利
務
l当
内
妻
〉
33 
1，
499
(100) 
976(65.1) 
222
(14.8) 
498(33.2) 
24
(1
.6) 
34 
9.463 
6.419(67.6) 
1.142(12.0) 
2.862(29.8) 
217(2.2) 
35 
12.187 
8.011(65.7) 
2.804(22.9) 
3.878(3
1. 7) 
294(2.4) 
36 
13.142 
9.125(69.4) 
2.414(19.8) 
2.171
(17.9) 
1，
843(14.0) 
37 
16.578 
10.952(66.0) 
3.213(19.3) 
812( 
4.8) 
2.906
(17.5) 
2.165
(13.0) 
38 
22.580 
14.372(63.5) 
4.160(18.4) 
830( 
3.6) 
304
(1
.3) 
4.591(20.4) 
2.838(12.5) 
3.082
(13.6) 
39 
27.008 
20.344(75.1) 
7.603(28.1) 
957( 
3.5) 
640(2.3) 
4.800(17.7) 
3.432(12.7) 
1.544( 
5.7) 
40 
29.497 
22.460(76.1) 
6.954(23.5) 
1，
186( 4.0) 
1.346(4.5) 
5.403(18.3) 
4.015(13.6) 
790( 
6.0) 
41 
35.295 
24.890(70.4) 
7.398(20.9) 
1，
881( 
5.3) 
1.332(3.7) 
6.829(19.3) 
4.092(11.5) 
3.025( 
8.5) 
42 
40.781 
30.054(73.7) 
8.639(21.1) 
2.774( 
6.8) 
1，
390(3.4) 
6.374(15.6) 
4.112(10.0) 
2.966( 
7.2) 
43 
45.613 
32.530(71.2) 
7.824(17.1) 
4.398( 
9.6) 
912(2.0) 
6.611(14.4) 
4.339( 
9.4) 
2.985( 
6.5) 
44 
58.021 
39.802(68.6) 
7.932(13.6) 
6.140
(10.5) 
1.148(1.9) 
7.357(12.6) 
5.140( 
8.8) 
5.869
(10.0) 
45 
70.038 
52.563(75.0)10.091(14.2) 
7.449(10.6) 
2.101(3.0) 
8.778(12.5) 
6.360( 
9.0) 
3.349( 
4.7) 
46 
67.752 
54.159(79.9) 
7.405(10.9) 
7
，
 
538
(11.1) 
3.909(5.7) 
8.253(12.1) 
7.098(10.4) 
1， 
711 (
 2.5) 
47 
75.559 
56.082(74.1) 
7.110( 
9.4) 
8.033
(10.6) 
3.759(4.9) 11，
786
(1
5.4) 
7
，077( 
9.3) 
3.417( 
4.5) 
48 
110.205 
75.550(68.5)10
，887( 
9.8) 11
，232
(10.
1) 
4
，611(4.
1) 14
，670(13.2) 
7.654( 
6.9) 13.364
(12.0) 
49 
150.138 
115
，018(76.6) 
9
，842( 
6.5) 15
，291(10.
1) 
6
，918(4.6) 16
，851(11.2)10
，336( 
6.8) 
9
，896( 
6.5) 
50 
156
，912 
131.781(84.0)10
，542( 
6.6) 15.379( 
9.8) 
4.547(2.9) 21.319(13.6)13
，710( 
8.7) "7
，020("4.4) 
51 
196
，563 
160
，528(81.7) 
8.508( 
4.3) 17
，564( 
8.9) 
6.024(3.1) 18.692( 
9.5)15
，121( 
7.6) 
5
，803( 
2.9) 
注
(1) 
各
数
値
は
当
該
年
の
9
月
決
算
と
次
年
の
3
月
決
算
で
の
値
の
合
計
額
で
あ
る
。
(2) 
~
有
価
証
券
報
告
書
~
.
f会
社
年
鑑
~
(
日
本
経
済
新
聞
社
)
よ
り
作
表
。
な
か
で
コ
一
井
石
油
化
学
の
営
業
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
第
ロ
表
に
昭
和
三
三
年
か
ら
五
一
年
に
い
た
る
損
益
計
算
書
の
措
移
を
し
め
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
の
も
と
で
の
石
油
化
学
製
品
の
需
要
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
売
上
高
が
急
速
に
増
大
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
売
上
高
の
増
大
の
な
か
で
、
損
益
計
算
書
の
構
成
、
と
く
に
費
用
の
構
成
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
装
置
産
業
の
特
質
と
し
て
、
大
型
化
に
と
も
な
っ
て
減
少
す
る
と
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
減
価
償
却
費
お
よ
び
支
払
利
息
の
状
況
を
み
よ
う
。
減
価
償
却
費
は
、
岩
国
の
第
一
号
装
置
が
建
設
さ
れ
た
昭
和
三
三
年
か
ら
第
二
号
装
置
の
建
設
さ
れ
る
以
前
の
昭
和
三
五
年
ま
で
は
売
上
高
に
た
い
し
て
平
均
一
八
・
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
費
用
と
し
て
計
上
さ
れ
た
。
同
様
に
岩
国
二
号
装
置
〈
八
・
三
万
ト
ン
/
年
)
の
建
設
か
ら
岩
国
第
三
号
装
置
(
九
・
二
万
ト
ン
/
年
)
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
(
昭
和
一
ニ
六
年
1
三
八
年
)
で
は
平
均
一
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
岩
国
第
三
号
装
置
の
建
設
か
ら
千
葉
第
一
号
装
置
(
一
四
・
二
万
ト
ン
/
年
)
建
設
ま
で
(
昭
和
三
九
年
J
四
。
年
)
で
は
平
均
二
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
千
葉
第
一
号
装
置
か
ら
臼
本
石
油
化
学
と
の
共
同
に
よ
る
浮
島
の
一
ニ
O
万
ト
ン
/
年
装
置
の
建
設
ま
で
の
期
間
(
昭
和
四
一
J
四
四
年
)
で
は
平
均
一
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
れ
以
降
の
昭
和
四
五
年
i
五
一
年
で
は
平
均
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
と
く
に
高
い
割
合
を
し
め
た
昭
和
三
九
t
年
四
O
年
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
昭
和
三
九
年
九
月
決
算
よ
り
減
価
償
却
の
方
法
を
定
額
法
か
ら
定
率
法
に
変
更
し
た
こ
と
、
お
よ
び
設
備
投
資
が
短
期
間
に
集
中
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
と
く
に
最
近
で
は
、
新
た
な
設
備
投
資
す
な
わ
ち
エ
チ
レ
ン
装
置
の
建
設
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
減
価
償
却
費
の
割
合
が
大
幅
に
減
少
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
全
般
的
に
考
え
る
と
、
三
井
石
油
化
学
の
売
上
高
全
体
に
し
め
る
償
却
費
の
割
合
辻
、
大
型
化
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
設
備
投
資
が
実
指
さ
れ
た
時
期
に
ほ
一
時
的
に
増
大
し
な
が
ら
も
、
長
期
的
に
ぽ
顕
著
に
減
少
し
て
き
て
い
る
。
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
七
〈三井石油化学〕
単位:100万円
分岐点の エ産チレン 操エ業〈チ%度レ〉ン I エチレン装
原料油価格 高密度ポリ
生額 エチレン{西
位置(%) (1， 000 t) 置の建設 〈円/均〉 格〈円/kg)
96.0 33/2 2 
72.6 37/2万8.t3/年
73.0 万t/年
76.7 
77.8 
80.7 
71.8 39/9 9.2 7，499 91.3 104 万t/年;88.5 71 90 6，342 191 
85.3 74 94 6，605 185 
91.2 74 94 7，071 177 
81.0 82 104/ 7，326 174 
82.7 90 1011 42214.2 7，240 171 
80.0 138 102 万 t/年 6，700 167 
84.2 126 88 7，670 160 
79.3 145 102 7，100 160 
83.5 156 107 7，200 153 
76.3 165 115 7，180 150 
76.2 171 118 
45/48石t/と年共
7，500 139 
78.6 152 109 同30万
7，880 138 
92.7 137 102 7，900 132 
100.9 136 108 8，250 135 
95.1 145 110 8，070 132 
90.8 138 104 8，337 130 
78.3 148 100 9，925 134 
71.8 149 100 10，261 138 
68.2 145 97 15，866 168 
69.9 142 95 27，082 168 
99.9 118 79 29，776 185 
115.4 214 72 32，745 202 
89.7 303 101 36，434 
営業外費用を国定費とl-.その他の費用を変動費とした。なお昭和37/9-39/ 3月決算
決算は 1年決算である。
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
七
四
第13表操益分岐点の推移
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
決 算期
分岐点 i売上高 固定費 ナ』はセ4 
昭和年月
36. 3 6，412 3，204 3，077 131 6，160 
9 6，452 2，425 3，114 913 4，687 
37. 3 6，690 2，522 3，238 930 4，888 
9 7，840 3，408 3，398 1，034 ! 6，015 
38. 3 8，996 3，970 3，895 1，131 7，001 
9 11，352 5，872 4，076 1，404 9，162 
39. 3 11，504 4，285 5，541 1，678 8，267 
9 12，612 6，445 5，554 613 11，517 
40. 3 14，747 6，727 7，152 868 13，062 
9 14，971 6，719 7，101 1，151 12，783 
41. 3 15，406 6，801 7，951 654 14，054 
9 17，495 6，796 9，114 1，585 14，187 
42. 3 18，780 7，253 10，011 1，516 15，534 
9 21，410 8，915 10，271 2，224 17，137 
43. 3 20，457 7，994 10，970 1，493 17，239 
9 22，707 8，782 11，643 18，025 
44. 3 23，635 9，483 12，277 1，875 19，735 
9 27，581 10，294 14，096 3，191 21，055 
45. 3 31，481 11，405 16，529 3，547 24，015 
9 36，546 12，702 20，394 3，450 28，744 
46. 3 35，022 13.258 20，720 1，044 32，471 
9 35，341 13，132 22，342 L'. 124 35，679 
47. 3 34，547 11，068 22，917 562 32，881 
9 36，940 12，372 23，327 1，241 33，573 
48. 3 40，933 13，236 24，032 3，665 32，063 
9 48，672 14，963 27，838 5，871 34，960 
49. 3 64，933 20，921 34，268 9，744 44，305 
9 86，406 22，161 54，720 9，525 60，433 
50. 3 69，357 22，678 46，655 24 69，288 
51. 3 161，459 52，596 115，883 ム7，020 186，378 
52. 3 202，587 50，567 146，217 5，803 181，174 
-t二
五
注 1 費用分解ば，原価にしめる労務費の 2分の 1，減価償却費，販売費一般管理費，
については悶定費のうち減価償却貨が一部重複加算されている。昭和51/3-52/
3月
12 算出公式はつぎによる。
固定費 分岐点
損益分岐点=て頑貢分岐点の位置=す圭喬一x100 
品 売上高
(3) ~有価証券報告書~， w会社年鑑~ c日本経済新聞社〕より作表。
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
七
六
ま
た
、
支
払
利
息
(
割
引
料
を
含
む
)
に
つ
い
て
も
減
価
償
却
と
同
様
に
大
型
化
の
推
進
に
と
も
な
っ
て
減
少
し
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
減
価
償
却
、
支
払
利
息
の
減
少
傾
向
に
た
い
し
て
、
全
体
と
し
て
の
完
上
原
価
、
販
売
費
一
般
管
理
費
は
漸
次
増
大
し
て
き
た
。
営
来
外
費
用
に
つ
い
て
は
、
支
払
利
息
が
大
部
分
を
し
め
る
た
め
、
支
払
利
息
の
減
少
に
対
応
し
て
減
少
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
経
常
利
益
は
、
と
く
に
昭
和
三
六
年
か
ら
三
八
年
、
ま
た
昭
和
四
一
年
か
ら
四
四
年
に
か
け
て
は
、
き
わ
め
て
高
い
水
準
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
エ
チ
レ
ン
の
製
造
が
本
格
的
な
稼
動
体
勢
に
は
い
っ
た
昭
和
三
六
年
頃
よ
り
昭
和
四
四
年
に
か
け
て
、
き
わ
め
て
高
い
経
常
利
益
率
を
実
現
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
設
備
過
剰
の
も
と
で
の
不
況
カ
ル
テ
ル
ま
た
石
油
危
機
の
も
と
で
の
収
益
性
の
低
下
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
八
年
に
は
の
ち
に
指
摘
す
る
価
格
の
つ
り
上
げ
に
よ
っ
て
高
収
誌
を
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
低
経
済
成
長
の
も
と
で
低
い
経
常
利
益
と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
以
上
の
三
井
石
油
化
学
の
大
型
化
の
進
展
と
費
用
構
成
の
変
化
に
つ
い
て
の
認
識
に
つ
づ
い
て
、
エ
チ
レ
ン
操
業
度
お
よ
び
原
料
油
価
格
、
製
品
価
格
と
の
関
連
で
、
損
益
分
岐
点
の
推
移
を
み
よ
う
。
三
井
石
油
化
学
の
損
益
分
岐
点
を
第
日
表
に
し
め
ず
。
第
日
表
に
よ
る
と
、
す
で
に
指
摘
し
た
第
ロ
表
で
検
討
し
た
大
型
化
の
進
展
に
と
も
な
う
減
価
償
却
費
、
支
払
利
息
と
い
っ
た
主
要
な
固
定
啓
一
の
減
少
に
よ
っ
て
、
固
定
費
全
体
は
顕
著
に
減
少
し
て
さ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
固
定
費
の
減
少
の
効
果
は
、
昭
和
問
九
年
の
石
油
危
機
に
よ
る
原
料
油
価
格
の
急
上
昇
ま
で
は
、
わ
が
国
政
府
の
政
策
で
あ
っ
た
原
料
油
の
低
価
格
な
安
定
供
給
の
も
と
で
、
製
品
価
格
を
着
実
に
引
下
げ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
第
日
表
に
よ
る
と
三
井
石
油
化
学
の
主
要
な
製
品
で
あ
る
ハ
イ
ゼ
ッ
グ
ス
(
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
)
の
販
売
価
格
は
、
昭
和
四
O
年
当
時
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
一
九
一
円
で
あ
っ
た
が
漸
次
低
下
し
て
昭
和
四
七
年
に
は
二
ニ
ワ
円
あ
ま
り
に
も
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
石
油
危
機
以
降
は
、
固
定
費
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
料
油
価
絡
の
上
昇
を
一
つ
の
要
因
と
し
て
製
品
価
格
が
急
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
、
石
油
化
学
工
業
の
主
要
な
基
礎
生
産
物
で
あ
る
エ
チ
レ
ン
の
操
業
度
と
損
益
分
岐
点
の
位
置
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
日
表
の
公
表
の
エ
チ
レ
ン
操
業
度
が
概
ね
一
O
Oパ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
水
準
で
損
益
分
岐
点
の
位
置
が
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
顕
著
な
対
応
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
二
井
石
油
化
学
で
は
従
来
、
全
般
的
に
高
い
操
業
度
を
維
持
し
て
お
り
、
大
型
化
の
も
と
で
の
操
業
度
の
維
持
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
原
料
油
価
格
の
安
定
と
い
う
条
件
の
も
と
で
製
品
価
格
を
着
実
に
引
下
げ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
石
油
危
機
以
降
の
一
時
的
な
低
操
業
度
は
、
原
料
油
価
格
の
上
昇
と
相
と
も
な
っ
て
価
格
上
昇
お
よ
び
低
収
益
性
を
結
果
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
低
操
業
度
は
三
井
石
油
化
学
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
昭
和
五
O
J五
一
年
に
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
の
価
格
上
昇
の
原
因
は
む
し
ろ
原
料
油
価
格
の
上
昇
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
井
石
油
化
学
で
は
石
油
危
機
を
前
後
し
て
き
わ
め
て
高
い
利
益
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
井
石
油
化
学
で
は
昭
和
四
八
年
三
月
決
算
か
ら
四
九
年
九
月
決
算
に
か
け
て
、
な
か
で
も
昭
和
四
九
年
決
算
で
は
き
わ
め
て
低
い
損
益
分
岐
点
の
位
置
と
な
っ
て
い
る
。
原
料
油
価
格
の
上
昇
を
先
ど
り
し
な
が
ら
製
品
価
格
を
値
上
げ
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
高
収
益
を
実
現
し
た
こ
と
が
第
日
表
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
三
井
石
油
化
学
の
損
益
計
算
書
お
よ
び
損
益
分
舷
点
を
検
討
し
て
く
る
と
、
全
般
的
に
継
続
的
な
大
型
化
に
よ
っ
て
売
上
高
を
増
大
さ
せ
て
き
た
が
、
費
用
構
成
の
側
面
で
は
固
定
費
(
と
く
に
減
価
償
却
賢
、
支
払
利
息
)
を
減
少
さ
せ
、
製
品
価
格
を
引
下
げ
な
が
ら
高
収
益
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
も
、
と
く
に
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
短
期
の
加
速
度
償
却
に
よ
る
償
却
費
の
水
増
し
、
ま
た
支
払
利
息
に
つ
い
て
は
の
ち
に
指
摘
す
る
よ
う
に
借
入
金
に
よ
る
大
幅
な
設
備
投
資
の
た
め
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
こ
れ
ら
固
定
費
の
割
合
を
低
下
さ
せ
て
き
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
わ
が
国
経
済
の
急
速
な
成
長
の
も
と
で
石
油
化
学
製
品
の
大
き
な
需
要
を
創
出
し
た
こ
と
、
お
よ
び
原
料
油
の
安
定
供
給
が
な
さ
れ
た
と
い
う
条
件
が
存
在
し
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
七
七
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
七
/¥ 
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
三
0
年
代
初
期
か
ら
今
日
ま
で
の
大
型
化
の
状
況
を
三
井
石
油
化
学
工
業
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
石
油
化
学
工
業
は
周
知
の
昭
和
四
二
年
の
石
油
化
学
協
調
懇
談
会
の
エ
チ
レ
ン
新
増
設
基
準
と
し
て
年
産
三
O
万
ト
ン
以
上
と
い
う
方
針
に
も
と
づ
き
、
各
社
は
競
っ
て
コ
一
O
万
ト
ン
エ
チ
レ
ン
装
置
を
建
設
し
た
。
一
二
井
石
油
化
学
で
も
日
本
石
油
化
学
と
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
浮
島
に
三
O
万
ト
ン
装
置
を
建
設
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
別
会
社
と
な
っ
て
い
る
た
め
三
井
石
油
化
学
の
分
析
で
は
、
そ
の
建
設
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
も
含
め
て
、
コ
一
O
万
ト
ン
装
置
の
も
と
で
の
不
況
カ
ル
テ
ル
、
石
油
危
機
の
状
況
を
、
わ
が
国
最
大
の
石
油
化
学
専
業
企
業
で
あ
る
コ
一
菱
油
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
三
菱
油
化
で
は
昭
和
三
四
年
五
月
に
二
・
二
万
ト
ン
/
年
の
エ
チ
レ
ン
装
置
を
建
設
し
て
以
来
、
コ
一
六
年
九
月
八
万
ト
ン
/
年
、
四
O 
年
二
月
一
二
万
ト
ン
/
年
、
四
三
年
四
月
二
二
万
ト
ン
/
年
の
エ
チ
レ
ン
装
置
の
操
菜
を
四
日
市
で
開
始
し
た
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
昭
和
四
六
年
一
月
に
鹿
島
に
お
い
て
一
ニ
O
万
ト
ン
/
年
装
置
の
生
産
を
開
始
し
た
。
資
料
の
制
約
で
昭
和
四
四
年
六
月
決
算
以
降
の
状
況
を
検
討
し
な
が
ら
、
一
ニ
O
万
ト
ン
設
備
建
設
の
意
味
を
考
え
よ
う
。
ま
ず
、
第
H
表
に
三
菱
油
化
の
昭
和
四
四
年
六
月
決
算
以
降
の
損
益
計
算
書
を
し
め
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三
井
石
油
化
学
と
同
様
に
、
減
価
償
却
費
、
支
払
利
息
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。
と
く
に
減
価
償
却
費
は
昭
和
四
七
年
六
月
決
算
よ
り
装
置
の
償
却
方
法
を
定
率
法
よ
り
定
額
法
へ
変
更
し
た
こ
と
、
ま
た
近
年
エ
チ
レ
ン
装
置
の
建
設
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
大
幅
に
減
少
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
支
払
利
息
に
つ
い
て
も
鹿
島
三
O
万
ト
ン
エ
チ
レ
ン
装
置
の
建
設
以
降
、
減
少
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
売
上
原
価
は
減
価
償
却
費
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
く
に
昭
和
四
九
年
一
二
月
決
算
以
降
急
速
に
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
常
利
益
は
昭
和
四
六
、
四
七
年
に
お
い
て
一
時
的
に
減
少
し
た
と
は
い
え
、
全
体
と
し
て
高
い
水
準
を
維
持
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
三
菱
油
化
第
14
表
損
益
計
算
書
の
推
移
(
三
菱
油
化
〉
単
位
:
100
万
円
決
算
期
売
上
原
価
内
減
価
償
販
一
般
売
費
管
理 ・
営
業
外
収
営
業
外
費
内
支
利
息
当
期
純
利
益
完
上
高
(
%
)
昭
和
年
月
(9ぢ〉
却
費
(9約
費
(
%
)
 
益
(現の
用
(ヲぢ〉
等
(
%
)
 
く
%
)
44. 
6
 
37
，070
(1
00) 
28
，155(75.9) 
4
，232(11.4) 
2
，548( 
6.9) 
993(2.7) 
4
，071(11.0) 
2
，589(6.9) 
3
，288( 
8.9) 
12 
41
，946 
30
，729(73.3) 
4
，303(10.2) 
3
，362( 
8.0) 
1，
032(2.5) 
5
，118(12.2) 
3
，053(7.2) 
3
，768( 
9.0) 
45. 
6
 
43
，313 
32
，206(74.4) 
3
，983( 
9.1) 
3
，452( 
8.0) 
1， 
119(2. 6) 
5
，358(12.3) 
3
，347(7.7) 
3
，415( 
7.9) 
12 
47
，451 
34
，902(73.6) 
4
，807(10.1) 
4
，153( 
8.7) 
1，
242(2.6) 
6
，219(13.1) 
4
，020(8.4) 
3
，417( 
7.2) 
46. 
6
 
48
，127 
37
，463(77.8) 
4
，784( 
9.9) 
4
，668( 
9.7) 
1，
960(4.0) 
6
，550(13.6) 
4
，443(9.2) 
1，
406( 
2.9) 
12 
53
，394 
41
，480(77.7) 
4
，610( 
8.6) 
5
，035( 9.4) 
1， 
551(2. 9) 
7
，515
(1
4.1) 
5
，043(9.4) 
915( 
1.
7) 
47. 
6
 
50
，863 
39
，811(78.3) 
4
，047( 
7.9) 
5
，021( 
9.9) 
1，
899(3.8) 
7
，120(14.0) 
4
，984
く9.7)
810( 
1. 6) 
12 
57
，039 
44
，311(77.7) 
4
，053( 
7.1) 
5
，762(10.1) 
2
，271(4.0) 
7
，212(12.6) 
4
，808(8.4) 
2
，025( 
3.6) 
48. 
6
 
64
，678 
49
，752(76.9) 
4
，121( 
6.3) 
6
，279( 
9.7) 
2
，245(3.5) 
7
，226(11.2) 
4
，774(7.3) 
3
，666( 
5.7) 
12 
84
，258 
.61
，803(73.3) 
4
，203( 
4.9) 
7
，000( 8.3) 
2
，640(3.1) 
9
，117
(1
0.6) 
5
，356(6.3) 
8
，918
(1
0.6) 
49. 
6
 
118
，272 
89
，390(75.6) 
4
，708( 
3.9) 
7
，850( 
6.6) 
2
，741(2.3) 1
1，
041( 
9.3) 
6
，128(5.1) 
12
，732
(1
0.8) 
12 
111
，427 
95
，168(85.4) 
4
，901( 
4.3) 
7
，748( 
7.0) 
3
，078(2.8) 10
，093( 
9.1) 
6
，647(5.9) 
1，
496( 
1. 3) 
50. 
12 
223
，464 
204
，381(91.5) 11
，110( 
4.9) 16
，106( 
7.2) 
6
，345(2.8) 24
，305(10.8) 
17
，114(7.6) 
-"14
，983("'6.7) 
5 1. 
12 
277
，285 
239
，070(86.2) 12
，160( 
4.3) 16
，454( 
5.9) 
7
，543(2.7) 27
，165( 
9.8) 
19
，917(7.1) 
2
，139( 
0.7) 
注
(1) 
昭
和
50/12，
5
1
/
1
2
月
決
算
は
1
年
決
算
(2) 
W有
価
証
券
報
告
書
』
お
よ
び
『
会
社
年
鑑
~
(
日
本
経
済
新
聞
社
〉
よ
り
作
表
。
4ミ:灸
æ
ト
尽
;
男
ど
か
<
~
鰍
.
.
>
J
篤
厚
生
!
~
青
-¥-1干ミ
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
単位:100万円
協青|総鳴)1経 費く%) 却内減費価償(%) 労務費(必)¥原材料費(%) 
44 6 24，327(100) 6，454(26.5) 4，232(17.3) 1，706( 7.0) 16，166(66.5) 
12 25，305 6，883(27.2) 4，303(17.0) 1， 988( 7.9) 16，433(64.9) 
45 6 25，075 6，589(26.3) 3，983(15.8) 2，163( 8.6) 16，322(65.1) 
12 26，834 6，999(26.1) 4，807(17.9) 2，392( 8.9) 17，441(65.0) 
46 6 31，539 8，753(27.7) :4，784(15.1) 2，918( 9.3) 19，868(63.0)1 
12 32，354 8，776(27.1) 4，610(14.2) 2，978( 9.2) 20，600(63.7) 
47 6 30，452 7，522(24.7) 4，047(13.2) 3，133(10.3) 19，797(65.0) 
12 32，443 7，630(23.5) 4，053(12.4) 3，226(10.0) 21，587(66.5) 
48 6 35，960 8，094(22.5) 4，121(11.4) 3，475( 9.7) 24.391(67.8) 
12 42，533 9，355(22.0) 4.203( 9.8) 4，185( 9.8) 28，993(68.2) 
49 6 70，933 1，767(16.6) 4，708( 6.6) 5，287( 7.5) 53;879(75.9) 
12 86，391 13，386(15.5) 4，901( 5.6) 5，788( 6.7) 67，217(77.8) 
50 
12 154，976 22，629(14.6) 1，110( 7.1) 1，428( 7.4) 120，919(78.0) 
51 
12 194，389 26，174(13.5) 12，160( 6.2) 1，868( 6.1) 156，347(80.4) 
製造原価の内訳(三菱油化〉第15表
/¥ 
O 
で
は
一
ニ
O
万
ト
ン
エ
チ
レ
ン
装
置
の
生
産
開
始
に
よ
っ
て
そ
の
生
産
能
力
は
↓
挙
に
二
倍
あ
ま
り
に
も
増
大
し
た
が
、
回
定
者
一
の
水
準
を
低
く
維
持
し
つ
づ
け
た
。
」
こ
で
減
価
償
却
が
製
造
原
価
に
し
め
る
意
味
に
つ
い
て
補
足
的
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
第
日
表
の
製
造
原
価
の
構
成
を
み
る
と
、
昭
和
四
五
年
下
期
の
鹿
島
一
一
一
O
万
ト
ン
プ
ラ
ン
ト
『有価証券報告書』より作表。
設
備
の
操
業
以
降
、
減
価
償
却
が
製
造
原
価
に
し
め
る
割
合
は
顕
著
に
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
労
務
費
に
つ
い
て
も
一
時
的
に
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
こ
数
年
間
は
横
ば
い
な
い
し
低
下
し
て
き
て
い
る
。
と
こ
注
ろ
が
、
原
材
料
費
は
、
と
く
に
田
和
四
九
年
の
石
油
危
機
以
降
急
速
に
上
昇
し
た
α
と
り
わ
け
近
年
の
減
価
償
却
の
大
幅
な
減
少
は
こ
の
原
料
油
の
上
昇
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
三
O
万
ト
ン
装
置
建
設
以
降
、
減
価
償
却
が
製
造
原
価
に
し
め
る
割
合
は
顕
著
に
減
少
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
期
間
の
三
菱
油
化
の
損
益
分
岐
点
分
析
を
エ
チ
レ
ン
装
置
の
操
業
度
ち
よ
び
原
料
油
価
格
、
製
品
価
格
と
の
関
連
で
第
日
表
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
す
で
に
指
摘
し
た
減
価
償
却
、
支
払
利
息
の
減
少
に
よ
っ
て
固
定
費
は
、
鹿
島
三
O
万
ト
ン
装
置
の
建
設
に
よ
っ
て
一
時
的
に
増
大
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
顕
著
に
減
少
し
て
き
て
い
る
。
と
く
に
減
価
償
却
が
定
額
法
に
変
更
さ
れ
た
昭
和
四
七
年
六
月
決
算
以
降
は
急
速
に
減
少
し
、
昭
和
四
九
年
に
は
全
体
の
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
変
動
費
は
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
二
井
石
油
化
学
と
同
様
に
石
油
危
機
以
降
、
す
な
わ
ち
昭
和
四
九
年
二
一
月
以
降
は
変
動
費
が
激
増
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
全
体
と
し
て
固
定
費
を
低
水
準
に
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
く
に
鹿
島
一
ニ
O
万
ト
ン
装
曹
の
建
設
に
よ
る
生
産
能
力
の
大
幅
な
増
大
に
と
も
な
う
操
業
度
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
損
益
分
岐
点
の
位
置
を
低
い
水
準
に
維
持
し
て
き
て
い
る
。
な
か
で
も
不
況
カ
ル
テ
ル
が
お
こ
な
わ
れ
た
昭
和
四
七
年
二
一
月
決
算
で
は
、
エ
チ
レ
ン
操
業
度
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
も
と
で
八
九
・
七
パ
i
セ
ン
ト
の
損
益
分
岐
点
の
位
置
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
石
油
危
機
で
は
操
業
度
が
一
時
的
に
回
復
し
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
損
益
分
岐
点
の
位
置
は
七
O
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
も
な
っ
た
。
こ
れ
は
製
造
原
価
の
推
移
お
よ
び
製
品
価
格
の
推
移
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
製
造
原
価
で
の
原
材
料
費
の
上
昇
率
を
上
回
っ
た
製
品
価
格
の
値
上
げ
に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
三
菱
油
化
で
は
、
わ
が
国
経
済
の
低
成
長
の
も
と
で
、
操
業
度
の
低
下
、
原
料
油
の
高
騰
の
な
か
で
損
益
分
岐
点
の
位
置
が
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
菱
油
化
の
一
二
O
万
ト
ン
装
置
の
建
設
以
降
の
状
況
を
検
討
す
る
と
、
全
般
的
に
み
て
固
定
費
を
低
い
水
準
に
お
さ
え
、
相
対
的
に
に
低
い
操
業
度
に
あ
り
な
が
ら
高
収
益
性
を
実
現
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
指
摘
し
た
装
置
産
業
で
の
大
型
化
の
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
締
償
却
ノf¥
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
単位:100万円
分岐点の エ産チレン エチレン エチレン装 原料油価格
格高エ〈圧チ円法レ/ポンkg価リ〕生額 操業(必度〕
位置(%) (1.000 t) 置の建設 (円/kg)
78.0 209 110 
既設
44万 t/年
78.5 219 115 5，975 108 
80.2 218 115 5，998 108 
82.7 258 107 6，080 100 
92.5 319 94 46/1 6，104 100 
30方 t/年
95.3 347 102 6，310 100 
95.6 293 86 6，340 81 
89.7 258 76 6，540 88 
84.0 290 85 7，040 89 
71.5 291 88 9，406 116 
67.3 296 90 19，500 150 
94.5 272 83 24，300 160 
135.5 463 70 25，933 181 
96.6 484 74 28，400 212 
(三菱i由化〉
12月決算は1年決算。
ンをあげたが，第13表の三井石泊化学では高密度ポリエチレン〈低圧法ポリ且チレγ〉を
;i. 
「
効
果
」
と
は
裏
腹
の
デ
ィ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
操
業
度
の
低
下
、
原
価
油
価
格
の
寓
騰
!士
三
菱
油
化
に
あ
っ
て
は
、
大
型
化
の
「
効
果
」
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
以
上
の
土
う
な
先
発
企
業
と
し
て
の
一
二
井
石
油
化
学
、
一
ニ
菱
油
化
の
大
型
化
、
そ
の
も
と
で
の
高
収
益
性
に
た
い
し
て
、
他
の
後
発
企
業
の
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
、
先
発
企
業
と
後
発
企
業
の
状
況
を
合
せ
て
検
討
し
な
が
ら
、
大
型
化
の
「
効
果
」
損益分岐点の推移
決算期
売上高 固定費 変動費 手リ 」ナムセl. 分 岐点
昭和年月
44 6 38，063 11，704 23，071 3，288 29，720 
12 42，978 13，777 25，433 3，768 33，750 
45 6 44，432 13，874 27，143 3，415 35，656 
12 48，693 16，375 28，901 3，417 40，292 
46 6 50，087 17，461 31，220 1，406 46，364 
12 54，945 18，649 35，381 915 52，384 
47 6 52，762 17，754 34，198 810 50，466 
12 59，310 18，640 38，645 2，025 53，501 
48 6 66，923 19，363 43，894 3，666 56，271 
12 86，898 22，472 55，508 8，918 62，214 
49 6 121，013 26，242 82，039 12，732 81，496 
12 114，505 25，636 87，373 1，496 108，214 
50 
12 229，809 57，235 187，557 "'14，983 311，398 
51 
12 284，828 61， 713 220，976 2，139 275，381 
第16表
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
(1) 費用分解，算出公式，作表資料については第13表に同じ。なお昭和50/12，51/ 
(2) 生産系統がことなるため，三菱油化の主要製品の価格例として高圧法ポリエチレ
あげた。
注
と
限
界
に
つ
い
て
考
え
よ
、
「
ノ
。
(2) 
先
発
企
業
と
後
発
企
業
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
は
、
三
井
石
油
化
学
、
三
菱
油
化
ま
た
日
本
石
油
化
学
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
先
発
企
業
に
よ
っ
て
昭
和
三
0
年
代
始
め
に
創
設
さ
れ
、
以
降
、
こ
れ
ら
先
発
企
業
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
先
発
企
業
に
た
い
し
て
昭
和
0
年
代
後
半
か
ら
昭
和
四
O
年
代
前
半
に
か
け
て
幾
多
の
石
油
化
学
企
業
が
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
企
業
を
/¥ 
単位:100万円，%
46年 47年 48年 49年44年 45年
229，699 
2，715 3，169 2，339 2，811 9，221 11，888 
3.4 3.4 2.2 2.6 6.1 5.1 
150，138 
3，333 2，673 1，546 3，417 13，363 9，896 
5.7 3.8 2.2 4.5 12.1 6.5 
162，934 
568 626 13 718 2，090 628 
1.7 1.3 0.0 1.3 2.2 0.3 
115，745 
950 870 665 1，972 4，430 4，041 
3.5 2.3 1.7 4.7 8.4 3.4 
86，292 
38 24 29 44 " 1，476 430 
0.1 .0.0 0.0 0.1 " 2.8 0.4 
66，714 
" 384 " 508 " 355 " 47 803 421 
" 1. 7 " 2.5 " 1.6 " 0.1 2.2 0.6 
50，400 
115 " 32 " 686 771 A 842 I 
1.9 0.0 " 0.9 " 4.9 2.8 A 1.6 
130 " 440 " 865 332 2，680 
0.4 " 1.1 " 1. 7 0.5 3.2 
149 " 507 " 979 " 1，086 536 
0.7 " 1.8 " 2.8 " 3.1 1.2 
" 1，040 ム 160 " 100 470 1，169 
" 23.2 " 1.8 " 1.1 4.5 8.3 
46，610 
" 914 " 955 " 512 " 1，421 A 631 
" 11.2 " 6.5 " 2.9 " 5.8 A 1.3 
306，491 388，093 426，987 472，698 681，303 908，532 
8，024 7，472 4，645 5，102 34，991 27，304 
" 1，450 " 2，638 " 3，273 " 2，331 " 2，897 " 1，473 
6，574 4，834 1，372 2，771 32，094 25，831 
2.1 1.3 0.3 0.5 4.7 2.8 
算出した。
ベージ， I再構築の構図とコンビナート体制Ju化学経済~ 1976年6月号15ベージおよび『石 『
ノヘ
四
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
第17表石油化学企業の営業状況
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
企業名 | 昭和40年 | 41年 42年 43年
三菱油{ノヒ 霊売品リ塁率 1 
60，211 
1，806 2，265 2，774 2，161 
(34.3 上利益 5.8 5.8 5.4 3.5 
40，782 45，614 
石油化 常利益 1，223 1，922 1，815 1，928 
(33.2学〉 上利益率 4.1 5.4 4.4 4.2 
日本 言上 高 |
25，338 
石油化 常利 505 669 742 707 
(34.5学〉 上利益益率 2.9 3.5 3.2 2.7 
東石(燃油37化.3学〕 経売売上常上利利益益率高 I 
19，137 
996 461 1， 121 1，397 
8.9 3.4 7.0 7.2 
21，852 
石(油39化.10学〉 上常利利益益率
L> 272 800 147 L> 139 
L> 4.4 8.1 1.0 A 0.6 
丸石(油3善9化.3学〕 経売売上常上利利益益率品 I 
12，337 
L> 631 40 567 541 
L> 16.8 0.4 5.1 4.3 
新石大協化和学〉 経売 上 益両 I 6，605 
(油38.5 上常利利益率
L> 361 L> 384 25 429 
L> 5.5 " 6.3 0.6 6.4 
化成水易ノ 経売主上常上利利益高益 1 
19，740 
" 295 17 107 181 (39.8 率 " 3.5 0.1 0.8 0.9 
住千(葉友42化.4学〉 経売売上常上利利益益率品 I 
11，011 
'"与 " 336 A 291 
" 8.8 A 2.6 
鶴(4崎4油4)化 警売良上品華両 1 
大石阪油化学可 経事売ト常宋上1利訴益品 I 
(4!'i.4 率
計 経経酷売〈常割B上宅利+高益削究C制〉圃) 
113，075 143，513 174，677 221，845 
4，530 6，174 7，298 7，693 
，ι口. " 1， 559 A 390 ム 336 " 779 
2，971 5，784 6，962 6，914 
2.6 4.0 4.0 3.1 
八
五
注 (1) 企業名の下の( )内は，発足昭和年月をしめす。
(2) 東燃石油化学の昭和47年については，資料不備のため下期の値を単純に 2倍して
(3) 山本勝己「経営指標にみる不況下の石油化学工業JW化学経済~ 1972年8月号 51
油化学』ダイヤ毛γド社編290ページより作表。
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
八
六
般
に
後
発
企
業
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
後
発
企
業
と
先
発
企
業
と
の
間
に
は
、
収
益
性
に
お
い
て
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
格
差
を
検
討
し
な
が
ら
、
石
油
化
学
企
業
の
性
格
に
つ
い
て
分
析
し
よ
う
。
た
。
と
く
に
石
油
化
学
が
構
造
的
な
不
況
に
直
面
し
た
と
い
わ
れ
る
昭
和
四
六
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
三
井
石
油
化
学
お
よ
び
三
菱
油
化
で
は
、
設
立
当
初
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
営
業
状
況
に
あ
っ
四
七
年
当
時
に
あ
っ
て
さ
え
、
安
定
し
た
操
業
度
を
維
持
し
、
こ
れ
を
基
礎
に
安
定
し
た
営
業
成
績
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
こ
の
な
よ
う
状
況
は
、
ご
く
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
石
油
化
学
工
業
を
全
般
的
に
み
る
な
ら
ば
、
き
わ
め
て
き
び
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
石
油
化
学
企
業
の
全
般
的
な
状
況
を
第
汀
表
に
よ
っ
て
指
摘
し
よ
う
。
こ
の
表
は
、
ナ
プ
サ
セ
ン
タ
ー
企
業
一
一
社
の
売
上
高
、
経
常
利
益
、
売
上
利
益
率
の
状
況
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
全
般
的
な
状
況
を
み
る
と
、
一
一
社
合
計
の
売
上
高
は
昭
和
四
0
年
代
初
期
の
大
型
化
に
よ
る
生
産
能
力
の
拡
大
に
と
も
な
い
急
速
に
増
大
し
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
六
、
四
七
年
に
は
増
加
率
は
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
の
売
上
利
益
率
に
つ
い
て
も
、
昭
和
四
五
、
四
六
年
、
四
七
年
の
低
水
準
を
の
ぞ
け
ば
、
概
ね
一
ニ
t
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
一
一
社
全
体
の
値
は
、
高
収
益
性
と
低
収
益
性
と
い
う
二
つ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
百
表
に
よ
る
と
、
三
菱
油
化
、
三
井
石
油
化
学
、
日
本
石
油
化
学
、
東
燃
石
油
化
学
は
、
長
期
的
に
安
定
し
た
高
収
益
を
実
現
し
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
三
菱
油
化
で
は
、
昭
和
四
六
、
四
七
年
に
あ
っ
て
さ
え
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
売
上
利
益
率
を
実
現
し
、
全
般
的
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
売
上
利
益
率
を
実
現
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
大
阪
石
油
化
学
、
鶴
崎
油
化
、
住
友
千
葉
化
学
、
化
成
水
島
、
新
大
協
和
石
油
化
学
な
ど
の
企
業
で
は
苦
し
い
経
営
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
昭
和
四
玉
、
四
六
、
四
七
年
で
は
、
後
発
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
赤
字
を
計
上
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
周
知
の
よ
う
に
、
ナ
フ
サ
セ
ン
タ
ー
企
業
は
、
大
部
分
の
大
型
設
備
が
、
ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
同
じ
方
式
を
採
用
、
同
一
の
三
O
万
ト
ン
規
模
で
大
部
分
を
借
入
金
に
よ
り
建
設
し
て
い
る
た
め
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
、
装
置
、
資
金
効
率
で
は
桔
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
コ
ス
ト
の
差
は
物
質
的
収
支
と
稼
働
率
で
あ
り
、
特
に
操
業
度
が
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る」。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
で
は
技
術
の
格
一
化
、
原
料
油
価
格
の
統
一
化
が
前
提
と
さ
れ
、
し
か
も
三
O
万
ト
ン
装
置
に
よ
る
大
型
化
が
一
通
り
達
成
さ
れ
た
も
と
で
は
、
企
業
の
営
業
状
態
は
、
も
っ
ぱ
ら
操
莱
度
に
上
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
単位:%
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わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
(1) く 〉の値は実生産能力を基礎とするもの。
(2) 遺産省資料(~化学経済』各年 8 月臨時増刊号，化
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注
そ
こ
で
第
四
表
に
よ
っ
て
最
近
の
エ
チ
レ
ン
装
置
の
操
業
度
の
状
況
を
み
よ
う
。
石
油
化
学
の
ば
あ
ぃ
、
実
質
的
な
生
産
能
力
ば
、
通
割 常
上
回 公
る称
たの
めr'，生
、む産
公能
称力
σ〉を
健 二
lこ i
も三
と
づ
く
第
四
表
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
基
本
的
な
傾
向
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
第
四
表
に
よ
る
と
エ
チ
レ
ン
全
体
の
操
業
度
は
と
く
に
昭
和
四
七
年
こ
ろ
よ
り
低
下
し
、
昭
和
五
C
、
五
一
年
に
は
八
七
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
l¥. 
人
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
三
菱
油
化
、
三
井
石
油
化
学
で
は
、
全
体
の
値
よ
り
か
な
り
高
い
。
三
井
石
油
化
学
、
三
菱
油
化
で
は
、
わ
が
国
の
エ
チ
レ
ン
装
置
の
一
般
的
な
水
準
を
上
回
っ
た
操
業
度
で
た
え
ず
稼
働
し
て
き
て
お
り
、
操
業
度
と
収
益
性
が
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
石
油
化
学
企
業
で
は
、
こ
の
操
業
度
の
格
差
が
、
収
益
性
の
格
差
の
最
大
の
要
因
で
あ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
石
油
化
学
工
業
で
の
操
業
度
は
、
基
礎
生
産
物
と
し
て
の
エ
チ
レ
ン
に
始
ま
る
各
種
化
学
製
品
の
生
産
体
制
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
以
上
の
先
発
企
業
の
高
操
業
度
の
維
持
は
、
各
種
製
品
の
系
統
的
な
生
産
体
制
お
よ
び
販
売
体
制
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
石
油
化
学
工
業
の
操
業
度
と
収
益
性
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
問
題
が
典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
ろ
昭
和
四
七
年
の
エ
チ
レ
ン
不
況
カ
ル
テ
ル
の
状
況
を
検
討
し
な
が
ら
そ
の
意
味
を
も
う
少
し
詳
し
く
分
析
し
よ
う
。
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
は
、
昭
和
四
六
年
こ
ろ
よ
り
需
要
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
な
か
で
、
設
備
の
大
理
化
に
よ
る
供
給
力
の
増
大
が
も
た
、
り
さ
れ
、
石
油
化
学
業
界
は
深
刻
な
不
況
に
お
ち
い
っ
た
。
当
時
の
各
企
業
の
営
業
状
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
第
口
表
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
別
の
視
角
か
ら
指
摘
す
る
と
、
通
産
省
の
調
査
で
は
、
昭
和
四
六
年
度
の
「
ナ
フ
サ
セ
ン
タ
ー
-
一
O
社
(
丸
善
石
油
化
学
、
住
友
千
葉
化
学
、
日
本
石
油
化
学
、
東
燃
石
油
化
学
、
新
大
協
和
石
油
化
学
、
大
阪
石
油
化
学
、
化
成
水
島
、
山
陽
エ
チ
レ
ン
、
鶴
崎
油
化
、
出
光
石
油
化
学
)
の
ヱ
チ
レ
ン
平
均
総
原
価
は
コ
二
円
四
O
銭
、
こ
れ
伝
対
し
、
売
渡
し
価
格
の
平
均
は
二
八
円
九
O
銭
で
キ
ロ
当
た
り
平
均
二
円
五
O
銭
、
約
七
・
九
Mm
の
コ
ス
ト
と
販
売
価
格
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
空
た
、
上
記
一
O
社
に
コ
一
井
石
油
化
学
、
住
友
化
学
、
三
菱
油
化
を
加
え
た
一
三
社
の
総
原
価
で
も
二
一
O
円
一
O
銭
で
、
こ
れ
に
対
し
、
販
売
価
格
は
二
八
円
九
O
銭
と
な
(
忽
)
っ
て
お
り
、
四
Mm
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
価
格
低
下
は
主
に
需
給
不
均
衡
に
よ
る
過
当
競
争
に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
、
石
油
化
学
が
市
場
の
拡
大
と
大
型
化
に
よ
っ
て
一
貫
し
て
価
格
を
引
下
げ
て
き
た
の
と
は
、
こ
と
な
っ
た
内
容
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
も
こ
の
コ
ス
ト
と
販
売
価
格
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
石
油
化
学
企
業
一
般
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
三
井
石
油
化
学
、
三
菱
油
化
等
の
先
発
企
業
に
は
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
昭
和
四
七
年
エ
チ
レ
ン
各
社
の
平
均
稼
動
率
は
七
三
Mmと
さ
れ
た
が
、
先
発
企
業
と
後
発
企
業
で
は
実
に
九
O
M
台
か
ら
五
O
t六
O
%台
ま
で
差
が
あ
る
」
と
い
う
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
操
業
度
が
き
わ
め
て
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
の
不
況
カ
ル
テ
ル
結
成
の
さ
い
に
、
た
状
況
の
な
か
で
、
同
業
界
は
、
中
核
を
し
め
る
エ
チ
レ
ン
の
不
況
の
カ
ル
テ
ル
を
結
成
(
昭
和
四
七
年
四
月
一
五
日
か
ら
一
二
月
末
日
末
ま
で
)
す
る
一
方
、
中
低
圧
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
(
昭
和
四
七
年
三
月
一
七
日
か
ら
一
O
月
末
日
ま
で
て
塩
化
ピ
ニ
ル
(
昭
年
四
七
年
一
月
一
日
か
ら
九
月
末
日
ま
で
)
の
各
製
品
に
お
い
て
も
不
況
カ
ル
テ
ル
を
結
成
し
た
。
そ
こ
で
、
エ
チ
レ
ン
不
況
カ
ル
テ
ル
の
状
況
を
み
る
と
、
第
四
表
の
よ
う
に
カ
ル
テ
ル
枠
を
定
め
て
い
る
。
当
時
の
公
称
生
産
能
力
四
入
一
万
ト
ン
に
た
い
し
、
三
五
二
万
ト
ン
の
カ
ル
テ
ル
枠
を
決
定
し
、
平
均
稼
動
率
は
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
日
本
石
油
化
学
、
三
井
石
油
化
学
、
三
菱
油
化
、
三
陽
エ
チ
レ
ン
、
鶴
崎
油
化
な
ど
の
操
業
度
が
高
い
の
に
た
い
し
て
、
東
燃
石
油
化
学
、
新
大
協
和
石
油
化
学
、
大
阪
石
油
化
学
な
ど
の
操
業
度
は
き
わ
め
て
低
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
各
社
の
公
称
能
力
に
た
い
す
る
カ
ル
テ
ル
枠
の
割
合
と
し
て
の
操
業
度
に
つ
い
て
、
山
本
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
石
油
化
学
工
業
の
場
合
は
す
で
に
償
却
を
完
了
し
、
休
廃
し
て
も
よ
い
中
小
プ
ラ
ン
ト
を
含
め
て
い
る
こ
う
し
た
平
均
操
業
度
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い
。
(
改
行
)
し
た
フ
ル
稼
働
を
行
な
う
べ
き
大
型
設
備
の
稼
働
率
が
、
(
氾
〉
具
体
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
が
っ
て
、
操
業
度
に
よ
る
格
差
は
、
カ
ル
テ
ル
枠
で
ど
う
い
っ
た
関
係
に
あ
る
か
を
「
大
型
設
備
の
フ
ル
稼
働
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
も
受
け
る
の
が
三
菱
油
化
、
一
二
井
石
油
化
学
の
両
社
、
こ
れ
に
三
菱
化
成
、
丸
善
石
油
化
学
が
続
い
て
い
島
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
大
阪
石
以
上
の
視
点
か
ら
、
第
四
表
を
作
成
さ
れ
油
化
学
と
新
大
協
和
石
油
化
学
で
は
休
止
す
る
中
小
設
備
も
な
く
大
型
設
備
の
操
業
度
は
採
算
ラ
イ
ン
を
大
き
く
割
っ
て
い
る
と
い
う
。
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
八
九
エチレン操業度(昭和47年不況カルテル〉第19表
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
プラント別構成と稼働率効能力Fルテル吋家働率%
70.4 
81‘l 
88，4 
531，5001 374，302 
日本石油化学 1}350， 0001 284，150 
浮島石油化学 I~
三井石油化学1f450， 0001 398，080 
三菱泊化1682，0001 525，318 
名
住友化学
社A '"ミ
76.9 
60.5 505，0001 306，710 東燃石油化学
49，5 
72.7 
74.7 
79，0 
73.0 
新大協和石油化学1341，0001169，350 
4H，OOOI 323，210 
300，0001219，970 
三菱化成1460，0001 344，245 
300，0∞1 237，860 
丸善石油化学
山陽エチレン
出光石油化学
56.0 300，0001168，938 
150，0001174，426 
大阪石油化学
鶴崎 f由化
73.2 4，813，80013，526，559 ふi-一三ロ
メ入
Q 
九。
山本「経営指標にみる不況下の石油化学工業J W化学経済~ 1972年 8月号， 57ベージ
さ
ら
に
、
以
上
の
よ
う
な
カ
ル
テ
ル
体
制
下
で
企
業
間
格
差
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
以
上
の
指
摘
は
、
現
実
の
石
油
化
学
企
業
の
エ
チ
レ
ン
装
置
に
は
償
却
済
み
と
な
っ
た
中
小
設
備
と
、
建
設
問
も
な
い
二
一
O
万
ト
ン
設
備
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
装
置
を
ど
の
よ
う
に
稼
働
さ
せ
る
か
が
、
重
要
な
経
営
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
し
て
基
本
的
に
は
一
ニ
O
万
ト
ン
装
置
の
採
算
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
が
焦
点
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
二
菱
油
化
に
つ
い
て
分
析
し
よ
う
。
第
却
…
ま
は
、
コ
一
菱
油
化
の
四
日
市
と
鹿
島
の
エ
チ
レ
ン
装
置
の
操
業
度
の
状
況
を
し
め
し
た
。
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
は
、
昭
和
四
六
年
月
三
O
万
ト
ン
装
置
が
生
産
を
開
始
し
、
四
日
市
注
で
は
昭
和
四
コ
一
年
四
月
に
二
三
万
ト
ン
装
置
、
昭
エチレン装置の操業度(三菱油化〉
決算期 |装置数〈基)I ~7J千ンち~I 稼動率(勿〕 全量の
昭和年 |四日市|鹿島 1四日市|鹿島!四日市 1鹿島らず
44 6 4 38.2 110 110 
12 4 38.2 115 115 
45 6 4 38.2 115 115 
12 4 1 38.2 30.0 117 71 107 
46 6 4 1 38.2 30.0 111 71 94 
12 4 1 38.2 30.0 112 90 102 
47 6 4 1 38.2 30.0 91 80 86 
12 4 1 38.2 30.0 74 78 76 
48 6 3 1 36.0 30.0 87 84 85 
12 3 l 36.0 30.0 91 86 88 
49 6 3 1 36.0 30.0 94 87 90 
12 3 1 36.0 30.0 85 80 83 
50 
12 3 1 36.0 30.0 67 75 70 
51 
12 3 1 36.0 30.0 74 74 74 
第20表
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
和
国
O
年
ニ
月
一
二
万
ト
ン
装
置
、
昭
和
三
O
年
九
月
八
万
ト
ン
装
置
、
昭
和
三
四
年
五
月
二
・
二
万
ト
ン
装
置
が
そ
れ
ぞ
れ
生
産
を
開
始
し
た
。
そ
こ
で
、
第
別
表
に
よ
っ
て
鹿
島
と
四
日
市
の
操
業
度
を
み
る
と
、
申
出
島
一ニ
O
万
ト
ン
装
置
の
建
設
以
降
、
一
ニ
。
万
ト
ン
装
置
は
序
々
に
操
業
度
を
あ
げ
て
き
た
の
に
対
応
し
て
、
四
日
市
で
は
そ
の
操
業
度
を
低
下
さ
せ
て
『有価証券報告書』より作表。
き
た
。
ま
た
、
不
況
カ
ル
テ
ル
当
時
〈
昭
和
四
七
年
一
二
月
決
算
〉
の
操
業
度
を
み
る
と
、
鹿
島
七
八
パ
i
セ
ン
ト
、
四
日
市
七
因
。
ハ
1
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鹿
島
で
は
注
一
般
に
採
算
ラ
イ
ン
と
考
え
ら
れ
て
(
M
m
)
 
い
る
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
操
業
を
ほ
九
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
九
ぼ
達
成
し
、
ま
た
四
日
市
で
も
カ
ル
テ
ル
結
成
直
後
に
除
却
さ
れ
た
ニ
・
二
万
ト
ン
装
置
お
よ
び
償
却
済
み
に
な
っ
て
い
る
小
型
装
置
で
あ
る
八
万
ト
ン
装
置
を
除
外
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
ほ
ぼ
一
O
Oパ
ー
セ
ン
ト
の
操
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
菱
油
化
で
は
、
不
況
カ
ル
テ
ル
の
も
と
で
他
社
と
比
較
し
て
相
対
的
に
高
い
操
業
度
を
維
持
し
え
た
。
そ
の
後
の
操
業
度
の
状
況
を
み
る
と
、
中
小
設
備
か
ら
な
る
四
日
市
で
は
、
需
要
の
動
向
に
応
じ
て
操
業
度
が
大
き
く
変
動
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
三
O
万
ト
ン
装
置
で
あ
る
鹿
島
で
は
変
動
は
さ
け
ら
れ
な
い
も
の
の
ほ
ぼ
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
操
業
を
維
持
し
て
き
た
。
以
上
の
状
況
は
、
三
O
万
ト
ン
装
置
の
安
定
し
た
操
業
を
前
提
に
し
て
エ
チ
レ
ン
生
産
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
検
討
し
て
く
る
と
、
わ
が
国
石
油
化
学
工
業
で
の
大
型
化
に
よ
る
製
品
価
格
の
値
下
げ
、
そ
れ
に
と
も
な
う
需
要
の
拡
大
、
よ
り
大
型
な
装
置
の
建
設
に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
た
設
備
過
剰
に
よ
る
石
油
化
学
企
業
の
経
営
不
振
の
な
か
に
あ
っ
て
、
先
発
企
業
で
は
、
中
小
設
備
と
大
型
設
備
の
政
策
的
な
稼
働
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
経
営
を
つ
づ
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
く
に
、
一
ニ
菱
油
化
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
ニ
O
万
ト
ン
装
置
の
安
定
し
た
稼
働
を
前
提
と
し
て
、
需
要
の
変
動
を
す
で
に
償
却
済
み
か
大
半
の
償
却
を
終
え
た
中
小
装
置
に
よ
っ
て
吸
収
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
大
型
装
置
と
中
小
装
置
の
効
果
的
な
組
み
合
せ
に
よ
る
稜
働
が
展
開
さ
ぬ
が
。
こ
う
し
た
装
置
の
稼
働
し
を
基
礎
と
し
て
、
昭
和
四
六
、
四
七
年
の
不
況
に
あ
っ
て
さ
え
、
先
発
企
業
に
あ
っ
て
は
、
装
置
の
大
型
化
に
よ
る
設
備
過
剰
に
よ
る
デ
ィ
メ
リ
ッ
ト
は
、
装
置
の
大
型
化
の
「
効
果
」
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
り
、
安
定
し
た
経
堂
を
つ
づ
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
業
界
と
政
府
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
大
型
化
が
先
発
企
業
の
地
位
を
ま
す
ま
す
確
固
な
も
の
に
し
、
先
発
企
業
の
蓄
積
を
強
力
に
お
し
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
(
m
出
〉
ハ
幻
)
山
本
(
編
集
部
)
「
経
営
指
標
に
み
る
不
玩
下
の
石
油
化
学
工
業
」
同
化
学
経
済
』
一
九
七
二
年
八
月
号
、
五
吋
八
ペ
ー
ジ
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
化
学
工
業
白
書
一
、
石
油
化
学
」
由
化
学
経
済
』
一
九
七
二
年
八
月
臨
時
増
刊
号
、
二
五
ペ
ー
ジ
〉
を
参
照。
(
辺
)
「
化
学
工
業
白
書
、
右
泊
化
学
」
『
化
学
経
済
』
一
九
七
二
年
八
月
臨
時
増
刊
号
、
二
八
ペ
ー
ジ
(
幻
)
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
七
四
・
九
・
三
、
八
三
ペ
ー
ジ
〈
斜
)
山
本
、
前
掲
論
文
、
主
八
ペ
ー
ジ
〈
お
)
山
本
、
前
掲
論
文
、
五
八
ペ
ー
ジ
(
お
〉
山
本
、
前
掲
論
文
、
五
八
ペ
ー
ジ
(
明
む
こ
の
点
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
と
、
大
型
化
の
効
果
を
も
た
ら
す
三
O
万
ト
ン
装
置
に
よ
る
エ
チ
レ
ン
コ
ス
ト
の
経
済
性
と
対
比
し
て
、
中
小
装
置
で
あ
っ
て
も
す
で
に
償
却
済
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
低
い
コ
ス
ト
で
生
産
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
広
沢
容
氏
の
試
算
に
よ
る
と
、
稼
働
能
力
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
状
態
で
昭
和
三
九
J
四
二
年
に
完
成
の
一
二
万
ト
ン
/
年
装
置
と
昭
和
四
四
1
四
七
年
完
成
の
コ一
O
万
ト
ン
年
装
置
に
よ
る
総
原
価
は
、
そ
れ
ぞ
れ
入
O
円
/
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
九
O
円
/
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
よ
う
に
、
二
一
万
ト
ン
/
年
装
量
の
ほ
う
が
低
く
な
る
と
い
う
(
広
沢
零
「
石
油
化
学
工
業
の
供
給
力
見
通
し
」
『
興
銀
調
査
』
一
八
六
、
呂
忍
-
p
a
二
六
ペ
ー
ジ
)
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
石
油
化
学
企
業
で
は
新
旧
の
複
数
の
装
置
を
所
有
し
て
お
り
、
こ
の
全
体
の
「
効
率
的
」
な
稼
働
と
い
う
視
点
か
ら
装
置
が
稼
働
さ
れ
る
。
(
未
完
)
ハ
本
稿
は
青
井
奨
学
金
か
ち
援
駒
を
、
つ
け
て
共
同
で
行
っ
て
い
ろ
石
油
化
学
工
業
に
関
す
る
研
究
の
一
部
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
同
会
に
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
〉
わ
が
国
石
油
化
学
企
業
と
減
価
償
却
九
